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本誌の発刊について

　北海道の札幌市で大会が開かれてから，もうやがて1年になる。8月5日と

いえば，内地は暑いさかりだが，さすがに札幌は涼しかつた。向井大会長の挨

拶にもあつたように，天然の一大冷房の中で，う歯半減運動について協議し，

研究の発表を行い，それからゆつくり大自然の観光という，まことに学校歯科

衛生関係者にとつては恵’まれた大会であつた。地元北海道学校歯科医会，北海

道歯科医師会や，道教育委員会・保健課の方々の御努力，御苦労は並々ならぬ

ものがあり，ことに開催日を変更するという悪条件まで伴つたので，迷惑至極

であつたにもかかわらず，実に至れりつくせりの感をあたえられたことは，出

席者一同の感謝にたえないとこであつた。

　本誌は，第2回総会において本会の会誌を刊行することにきめたのにしたが

つて，北海道学校歯科医会の諒承をえて，会誌として刊行したが，内容は第

20回全国学校歯科医大会記．である。原稿も地元から送られたもので，本会関

係その他が少し加わつているだけである。経費さえゆるせば，もつと記事も写

真も豊富にして，大会の全貌をお伝えできるのであるが，残念ながら今年度は

この程度でおゆるしをねがいたい。

　地元の方々には御不満な点もあろうかと懸念するが，不備な点があれば，す

べて編集者の責任であるので，御諒恕をねがいたい。

　なお，次年度からは，会費の値上をしていただいたので，会誌としての使命

をはたせるものを出したいと思つている。
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開会の挨拶
大会実行委員会委員長　　今　　井　　　金　　造

　炎暑の中，全国より多数の御参加を得ましたことは感謝に堪えません。なお御指導と御後援をいただき

ました各位に対しましても，心から御礼を申し上げます。実行委員は誠心誠意本大会を円滑に終始するよ

う努めましたが，何かと至らぬところが多々あると思いますが，何とぞよろしく御諒恕を賜わりまして，

本大会を有意義たらしめるように御協力願いまして，ごあいさつとする次第でございます。

挨 拶

大会会長　向　井　喜　男

　第20回の全国学校歯科医大会が本日ここで開催いたされまして，皆様が公私御多端の中を遠近からか

く盛大に御参集たまわりましたことは大会会長といたしまして，まことに光栄の至りで，厚く御礼を申し

上げます。今次の大会には3つの大きな意義があるように存じます。

　その1つは学校歯科医が多年待望致しまするところの，北海道において，学校歯科医大会が開催された

という喜びであります。

　第2は昨年の第19回全国学校歯科医大会において満場一致で宣言せられましたむし歯半減運動は本年

の新学期からすでにスタートをいたしております。半減運動は既にその活動をはじめたとは申せ，開始早

々であつて，その実動については未だ見るべきものは無いのであります。既ちこの運動の成否は一つに今

後の展開如何にかかつております。第20回の学校歯科医大会で，皆様が，半減運動はいかになすべきか，

について新しき検討を加えられ，ますますその歩武を進めんとするところに意義があると存じます。

　第3に御承知のように学校保健が新教育の一環として，学校歯科保健も，ともに新しき衣をまとつたの

でありますけれども，その内容と持力は必ずしもそれに伴わず，健康教育の面においても，また健康管理

の面においても，その活動状態は満足すべきものでないのであります。こういう意味からいつて学校歯科

医大会の在り方には大きな責任と使命を持つておるものであろうと思います。北海道は，ただいま天然自

然の一大冷房でありまして，頭を冷やすにはまことによいチャンスでございます。こういう恵まれた環境

において，今明両日この大会が開かれ，皆様が学校歯科保健のために御協議と御研鑛を下さるということ

に期待がもたれるのでありまして，まことに御同慶にたえません。

　皆様の御健康と学校歯科衛生への御奮斗を祈り，大会開催地として特に御尽力下さいました北海道の関

係当局，歯科医師会各位に厚く感謝の意を表して大会会長のあいさつにかえたいと思います。

挨 拶

北海道教育委員会委員長坂井一郎

　本日ここに歴史的な第20回全国学校歯科医大会が北海道で開かれましたことは，私ども一同まことに

感激の深いものがあります。私どもは子供たちの完全な人間形成に努力しておりますが，これは健康なく
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してはあり得ないのであります。健康こそはその基盤となるものであると思います。これを解決するには

一
重に専門家である皆様方のお力を得なければ，非常に困難なことだと思います。このたび全国の学校歯

科衛生の権威者であらせられる皆様方がここに一堂に会せられて，日ごろの御研究の結果を＋分御発表

御討議下さることは，地元北海道にとつてのみならず，学校保健の向上に資することが大きいことと存じ

まして喜びにたえません。何とぞ十分な御成果をあげられますようお願い致しまして，ごあいさつといた

します。

祝 辞

文部大臣　清　瀬　一一　郎

　日本学校歯科医会北海道学校歯科医会ならびに北海道教育委員会共同主催のもとに第20回全国学校歯

科医大会が開催されるにあたり一言所感を述べて祝辞にかえたいと存じます。

　あらためて申すまでもなく，学校保健の実効を期するためには全校職員の協力はもちろんのこと，さら

には学校を中核として，学校，家庭社会の三者が一体となり，それぞれの立場から真剣な努力が続けら

れなければならないのであります。近年学校教育の進展に伴い学校保健の面においても，新しい健康観に

もとずいて適正な活動が行われるようになり，各方面の努力によつて着々成果がおさめられておりますこ

とは，まことによろこばしいことであります。

　しかしながら国民の健康問題ことに次代をになう青少年の健康問題に関してはなお多くの憂慮すべぎ

点があるのでありまして，これが解決のため学校保健の向上発展にまつこと，はなはだ切なるものがあり

ます。このような際に学校歯科医として学校保健に重大な責任をもたれるかたがたによつて，この大会の

催されますことは，まことに意義深いものがあると思います。とくに今回は児童生徒のう歯罹患率が増加

しつXある最近の傾向にかんがみ「う歯半減運動の具体的方法についての研究」が主題としてとりあげ

られたことは，極めて適切なものと考え，大いにその成果を期する次第であります。どうか御参会の各位

にはこの機会に平素の御体験をもととして十分な研究を遂げられ，今後一そう熱意をもつてう歯半減運

動の徹底，さらには学校保健の振興のために御尽力下さるよう切に希望いたします。

祝 辞

北海道知事　田　 中 敏　　文

　本日ここに第20回全国学校歯科医大会の開催されるにあたり，心からお祝いのことばを申上げる機会

を得ましたことを大変うれしく存ずる次第であります。

　さて，戦後一時減少を示した年少者の歯科疾患は最近におきまして再び増加の傾向を示しており，学童

においてはむしろ戦前を凌駕する状況でありまして国民保健衛生上憂慮すべきものがあります。

　このときり当り本大会が挙行されますことはまことに時宜を得たものと喜びに堪えないところであり

ます。本来口くう衛生対策の重点は，母子歯科衛生と学校歯科衛生にあり，乳幼児と学童の保護者に正し

い口くう衛生の知識を普及するこにあると思われるのでありますが，今日この状況に於て最も緊急なこと

は，これらの対策に処するたくましい熱意とえい智とであると信ずるのであります。幸い昭和23年から

保健所においても，口くう衛生普及の事業が行われておりますので，教育委員会，学校歯科医会歯科医

師会，保健所等の有機的な関連において御協力をお願い致す次第であります。諸氏の御熱意により太大会
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を有意義にあらしめ，世論の高揚に努められ学校保健の合理化を図られんことを切望してやみません。

　本大会に当り，格段の御努力をなされました関係各位に対し深甚なる謝意を表しますとともに，御参集

の各位におかれましても何かと御苦労だつたことと御推察申し上げます。ここに一言所懐の一端を述べ祝

辞といたします。

祝 辞

札　幌　市　長　　高　　田 富　與

　本市を会場に致されまして，金国の学校歯科医大会，しかも20回というft　fい歴史を有する会合が，持

たれましたことは，喜びにたえません。

　学校保健の上に最も重大な問題である子供たちの歯科衛生，特にう歯の問題については，全国的な統計

からみましても，昭和27年ごろから急激な増加を来し，本年度においても，さらに増加の傾向がみられ

ますことは，すでに御了承のとうりであります。しかもう歯の罹患児童の状況をみますと，90％以上が

その処置がなされておらないという状況で児童生徒の健康の上に大きな障害になつております。幸にし

て，大会において皆様の方から提案されましたう歯の半減運動が，国の重要な施策として採り上げられま

して，すでにその実行の段階に入つておりますことは，私どもとしても，喜びにたえません。しかし児童

生徒のう歯の予防の徹底を期しますことは，ひとり学校歯科医の皆さん方のお力だけでなく，進んで私ど

もはじめ，学校や父兄，あるいはその地域社会の全体の関係者が相携えて，その組織的活動をもつてしな

ければ実効を期することはむずかしいのでございます。こうした重要な学校保健の中核をなすべき問題に

関してここに日ごろの御研究と御体験を御発表になり，種々御協議をなされますことはまことに大きな意

義をもつとともに，明日からの学校の保健衛生の面に大きな前進をもたらすことを信じて疑いません。

　折角札幌にお越し下さいましたこの機会に，本市の状況をごらんいただきますならば非常に有がたいと

存じます。本市は大正11年に市制が施行せられまして以来，いわゆる名実ともに北海道の政治文化の中

心地として発展をみまして，現在本市の行政所有面積は28万7千平方キ・であり，その人口は43万に及

んでおります。都市としては未だその歴史が浅く，本州の皆さん方の都市に比較すれば，いろいろな面に

おきまして，不足の点が多うございますが，御視察を賜りますならば，有がたいことと存じます。どうぞ

御健康に留意されまして，十分にその成果の上がることを重ねてお願い致しまして，祝辞にかえさせてい

ただきます。

祝 辞

日本歯科医師会専務理事鹿島 俊　　雄

　本日，会長，副会長ともやむを得ない仕事がありまして，出席できません。代つてここに参上致しまし

た。御了承願います。

　ここに第20回全国学校歯科医大会が地元の今井会長はじめ役員各位の格段なる御尽力によりまして盛

会裡に開催されましたところ，全国各都道府県より，この大会の意義を認識されまして，かく多数御参集

を得，学校歯科衛生のために画期的なる大会が開催されますことは，日本歯科医師会としましても，まこ

とに御同慶に存じます。学校歯科衛生は産業歯科衛生とともに歯科衛生の双林と称すべきものでありま

す。しかも学校歯科衛生は歯科衛生の基盤をなす重要なものであります。この学校歯科衛生は，国民保健
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の向上にも大きな意義を持つことは御承知の通りであります。日本歯科医師会は，この学校歯科衛生の重

要性にかんがみまして，特に前回には，はなはだ軽少でありましたが予算措置を代議員会にお願い致しま

して，御承認を得ることになりました。現在，補助金の一端を日本学校歯科医会に差し上げております

が，これは将来におきまする日本歯科医師会の動向を示す1つの証左であります。特に小椋日本歯科医師

会会長は，就任以来学校歯科衛生に対し’ましては，格段の注意とまた熱意を示しておりまして，明年度の

予算委員会に対しましても，特に私は誠意を持つて再びこれらの予算措置につきまして，提案をする考え

であります。II乍日，役員会あるいは総会に私は出席さしていただきまして，目のあたり御熱心に御討議を

なされている状況も拝見させていただきました。このことにつきましては，理事会にもつぶさに御報告を

致しまして，必ず各位の御熱意を日本歯科医師会に的確に運営せしめたいと考えておるものでございま

す。ただいまから会員各位の御研究の発表，その他が行われるのでありますが，どうか，この大会が盛況

裡に終了あらんことを祈念いたしまして，あいさつにかえる次第であります。

祝 辞

口本学校保健会　会長　　栗　　山 重　　信

　本日，玄玄に第20回全国学校歯科医大会が開催されるに当り，お祝の言葉を申上げる機会を得ましたこ

とは，本会の最も光栄とするところであります。

　最近，児並生徒の体位がとみに向上し，戦前の最高水準を凌駕するようになつたことは，児童生徒が自

己の健康に対して自覚し，進んで健康を保持増進するよう努めている証左であり，学校，家庭における健

康管理，健康教育の実が上昇した所以によるものと思い，学校保健の進展に努めているものとして喜びに

たえないところであります。然しながら，児並生徒の健康状況，あるいは全国各学校の学校保健状況を1

つ1つ検討しますとき，その改善あるいは啓蒙に多大の労苦を必要とする点が甚だ多いのであります。特

に学校における口腔衛生の問題は現在の学校保健における難開題でありまして，最近における児並生徒の

未処置う歯数の急激な増加を見ればおわかりの如く，早急に解決を要するものであります。然もこの原因

は種々ありましようが，根本的には家庭学校を問わず，社会一般の口腔衛生に対する理解，関心が薄いこ

とによるものであるといわざるを得ないのであります。この時にあたり，専門の然も常日頃学校歯科術生

にたずさわつておられる皆様方により，児並生徒のう歯半減について決議され，且つその半減運動を広く

推し進めるよう努力されることは真に感激にたえないところでありまして，本会としましても，全幅の賛

意を表するとともに，その笑現に対して御協力致したいと思うものであります。どうか，みなさにおかれ

ましても本大会を成功裡に終始され，児並生徒の健康のために最大の効果をもたらすよう御祈り申し上げ

まして簡単ながら御祝いの言葉といたします。

連続二十回本大会出席者表彰

　司会者，咋年東京における第19回の大会におきまして連続20回，すなわち本年の北海道大会まで1

回もかかすことなく，御出席下さいました会員を表彰する件が満場一致採択決定されましたので，ただ

いまより表彰状，並びに記念品の贈呈式を行います。なお表彰される方は福岡県池川明治郎，東京都

向井喜男，東京都高津・弍の3氏でございます。　次で，今井大会副会長から表彰状と記念品が贈呈され

た。
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◇被表彰者答辞

池　田　明　治　郎

　ただいーま私ども3名のものが表彰を受けました。私から潜越ながら謝意を表したいと思います。

　はじめから20回連続出席しようというような予定を樹つておつたわけでもなく，たまたま20回連続

して出席したわけでございました，ただ3名のうち2名の方は皆さん御承知の通り本大会のために終始一

貫非常なる御尽力なさつた方でございますが，私などはただ出席したというばかりで何事もなく過したの

でありますが，この20回出席したということについて表彰をいただきまして，非常に恐縮しておりま

す。私は本年64歳でございますが，この20回の間に戦争で4年ばかり空間があつたので，ちようど40

歳から続いておつたのでございまして，その間，ともかくも健康に恵まれて出席を致したということは，

これは保健衛生のお陰であろうと考えております。それだけが私の喜びとするところではなはだ恐縮して

おるわけでございます。まことにありがとうございました。厚く御礼を申し上げます。

決 議

学童の虫歯牛減運動を強力に展開し，その実績をあげるため

に学校歯科衛生の本質を認識し，われわれ自身一一・層の努力を払

い，この運動の達成を期する。

右決議iする。

昭和31年8月5日

第20回全国学稜歯科医大会
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協議事項の概要

協　議　題

1．　う蝕予防の法律と併せて国庫補助を要望する

　　　の件　　　　　　　　千葉県学校歯科医会

2．校内における予防処置に対し社会保険の適用方を

　　　当局に要望するの件　　京都市学校歯科医会

3．①　う蝕予防法の制定について

　　②　学校身体検査後の治療勧告書の形式の統一一一tlC

　　　　ついて　　　　東京都学校保健会歯科部会

4．①　学校健康教育の方針について文部省よりの通

　　　　達講演等の要望

　　②学芸大学において健康教育歯牙管理講座を新

　　　　設することを要求する　　　　（保健学科）

　　③　体育偏重の県に対し保健管理も同等になるよ

　　　　う文部省より通告を期待する

　　　　　　　　　　　　　大分県学校歯科医会

5．児童生徒の口腔検査の実施を強化することを要望

　　　する

　　①就学前口腔検査を義務付けること

　　②　児童生徒の口腔検査は必ず歯科医によって行

　　　　　うようにすること

　　③　児童生徒の口腔検査を精密に行うようにする

　　　　こと。このため学校歯科医の委嘱，手当等を

　　　　考慮すること　　　　横浜市学校歯科医会

　6．①　各都道府県及び五大市教育委員会事務局に常

　　　　勤の歯科医師を必置することを要望する

　　②　僻地に対する学校歯科巡回診療を強化し国費

　　　　による補助を要望するの件

　　　　　　　　　　　　　神奈川県学校歯科医会

　午後一時より議長伊藤竜七（北海道〉，湯浅泰仁（千葉

県），新井守三（岐阜県）氏のもとに協議が行われたが，そ

の概要を記して参考に供したい。

　まず，議長よりこの協議の決定事項の処理は日本学校

歯科医会と北海道学校歯科医会lc一任したいと発言して

賛成をえた。

　第1と第2の①は一括上程，学徒のう歯罹患の状況に

かんがみ，う歯予防法制定の必要性を強調し国庫補助の

うらづけを望み，日本学校歯科医会ぱもちろん日本歯科

医師会の政治力に期待すると千葉県湯浅氏の説明があ

り，さらに東京都代表は結核予防法，トラホームの予防

法があるのに，う歯予防は当然これを法制化すべきであ

る，と論ずれば，議論の余地なしと満場一致可決した。

　第2の②の検査後の治療勧告書の形式を統一する件に

っいて，東京渡部氏より，大体の基準をきめた方がよ

い，昨日の文部省の講習会でもそのサンプルが出された

が研究してほしい，と発言があり，日本学校歯科医会で

検討することになった。

　4．大分県酒井氏から①②③を一括説明があつた。①

う歯半減運動は文部省からの通達で教育長も認識した

が，さらに各都道府県へ講演なり指導に出張されたい，

②学芸大学に保健学科を設けるように文部省に要望す

る，③体育ははなやかで県でも国でもよくやるが，保健

は地味で予算もとれない，この現状はどこでもみられる

ので，体育偏重の弊を排し保健をもつととりあげるよう

に要望する。これも全部可決された。

　2．校内の予防処置に対し社会保険の適用方を当局に

要望するの件は，京都市代表から校内で行うアマルガム

充填や乳歯の抜去に対して健保の料金を適用しうるよう

にしたいと趣旨の説明があつた。これに対し山梨県丹沢

氏は学校歯科本来の目的からはずれている点，開業医の

診療系統をみだす点などから慎重に考慮を要する旨の発

言があつたが，京都から健保をそこに適用するのではな

く，健保料金を一部基準としてきめたらどうか，という

意昧であること，開業医とよく相談してやつているので

うまくいつている，と答えた。秋田の荒巻氏も学校歯科

医が個人の牧入とするなら反対，横浜市榊原氏も校内処

置は診療所で行うのとちがうから，この料金問題はべつ

に考えてはどうかと発言があり，結局日本学校歯科医会

で研究することになつた。

　5．児童生徒の口腔検査の実施を強化することについ

て，横浜市榊原勇吉氏から説明があつた。①は就学前の

口腔検査を義務づけることで，i義務化されていないため

にやらないところがあるが，就学時には保護者の関心が

大きく効果的である。③は児童生徒の口腔検査は必ず歯

科医によって行うようにせよというのである。学校には

学校歯科医を置かねばならないが，置かれていない学校

もあるので不都合である。③はう歯半減運動と関係があ

る，横浜では予防処置量が非常にふえてきているが，高

度う蝕はそれを上回っている，それで精密な検査をして

正確にう蝕の現状を把握して対策を講ずる必要がある。

現在は学校歯科医の手当など問題にならぬほど少いから

こういう点を考慮するよう要望する。これに対し①は小
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　　　I

樽，京都から賛成の声があがり，②もまた賛成，当局に

要望することになった。③の手当の問題は大賛成だが，

精密検査ということで長野県鮎沢氏より発言があり，日

本学校歯科医会でよく検討することになった。

　6．①各都道府県及び五大都市の教育委員会事務局に

歯科医師を常置することについて，神奈川県森田氏より，

学校歯科衛生を推進するために必要であるゆえんを述べ

たのに対して，京都市島氏の賛成意見があり，名古屋市

の実例について藤正氏は戦前には市に4人いたが次々に

やめて目下自分1人である，報酬が少いこと，仕事が単純

なことなどが理由であるが，充分準備してかかる必要が

あると体験を語つた（註：藤正氏はその後区役所の牧入

役に転出された）が，これも当局に要望することになつ

た．

　なお，要望事項はその処理にっいて充分各方面と連絡

をとること，会員に周知することなどの希望が述べられ

た。

　以上で協議事項は終つたが，議長より日本歯科医師会

鹿島専務理事と文部省塚田保健課長に御意見を拝聴した

いと発言し万場拍手して迎えた。鹿島専務理事ば次のよ

うな所感を述べられた。r蝕予防法制定には本会でも機

会あるごとに運動してきたが実現しないのはう蝕が伝染

性疾患でないことを厚生省は理由としている，これが甚

しいまちがいであることはいうまでもない，大いに努力

する，学校の予防処置に対する料金問題は，厚生省や文

部省で取扱う性質のものではなく，われわれが自主的に

きめてゆきたい，学校歯衛科生は歯科医師自体がやるべ

きだという意見もでているので，今後大いに協力を惜し

まない。

　塚田保健課長は，校内予防処置が，日本の学徒のう歯

の現況からは必要であると述べ，料金についてはさらに

検討をねがいたい。身体検査の治療勧告書の統一にっい

ては，校長の責任において充分家庭に徹底するように，

いい案があれば通達その他によって善処したい。4の提

案については着々手をそめつつある，高校には保健に関

する学習指導要領の中で，また中学3年の保健学習にも

歯の問題をおり込んである，学芸大学の講義は目下教育

課程審議会を今年の4月から設けられたので，この方で

充分検討していただくつもりである。5の就学前の口腔

検査の義務づけは法律を出さなければならないが，実現

は可能であると思うので努力する。また学校には歯科医

師を置くのが当然で，その実施を希望している。手当な

ども少いがこれも何とかせねばならぬ問題である。都道

府県に歯科医師をおくことは必要であるが，財政上の理

由と，歯科医師がいつてくれない，いってもおやめにな

るというわけで困つているが実現に努力する。

　ついで，日本学校歯科医会から緊急提案があり，岡本

理事長より次のような説明があった。

　う歯半減運動について熱心に研究発表や討議が行われ

たが，この運動を展開するためには，なお多くの研究調

査を要するが，さらにわれわれ自身が決意を新たにして

本大会の意義を深くしたいという念願から，ここに掲げ

た文案を大会決議としたいと思うので，御賛同を得た

い。（p．6にのせてある）

　以上の決議ば万場一致拍手のうちに可決され，協議事

項を終了した。
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札幌　小　　林

　昭和30年11月22日，23日，24日の第19回

全国学校歯科大会に出席を命ぜられて，今井会

長，館山，石井両刷会長のお供をして勇躍日航機

にて千歳空港を後に上京したのは・・…・今は夢の

様な想い出となつて仕舞つた。

　上京前に，向井会長より，　「ダイ20カイタイ

カイ，ヒキウケラレンコトヲノゾム」と言う電報

を受けた今井会長の胸中は仲々ふみ切れぬ悩みに

満ちていた事と思う。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　何しろ，北海道の歯科界は，未だ曾つて，所謂

全国大会と言うものを，やつた経験がない事であ

る。

　全国の人々をお招きして，果して御満足を頂け

るか……それ丈けの経済的の負担に耐え得るだ

ろうか……東京と異う条件の地方都市で，どれ

だけの効果が上るだろうか……等と思えぽ，思

う程，心は乱れて，この上京は，正に形容の出来

ない心地での上京であつた。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　第19回の大会の席上，万場一致，第20回は全

国会員永年の憧れの地，札幌に於て大会開催の件

が洪水の様な拍手の中に決定した時，実の処，今

井会長以下全く，次回大会を引き受けた誇と共

に，更にその後の責任等と言う事を考えると，懇

親会の精養軒の会場でも，北海道弁で言えぱ「あ

づましい心地」はしなかつたが……そこには腹

の大きい北海道人……引き受けたとなれば，や

りましよう……ベストをつくしての結果の批判

は人まかせ……何と言われようと，ベストをつ

くす事と……腹を決めて仕舞つた。

　腹さえ決れば，後は何の事はない，次の日は，

向井先生，岡本先生，池田先生，それに野口先生

を中心に，北海道側は，今井会長，館山，石井副

会長，小林と北海道庁の松島課長，木村係長等額

を集めての協議……それも現実化した第20回

記

覚　　一

大会決定の事実は，協議の1言1句にも真実性を

こめて，真剣な討議が続ぎ，時のたつのを忘れる

有様であつた。

　次の日，羽田を発つて，北海道に帰つたその日

から，吾々の活動は開始された。

　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　それ以来，雪の夜も，みぞれの日も，叉風の日

も，熟汗あふるX炎熱の日も。連日連夜の会議々

々。そして，各：部門の委員会の連続，各交渉の苦

難，たN’目的貫徹の為に，各委員の努力は一歩々

々と築き上げられて行つた。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　次いで，全国大会の開催日の予定の7月上旬

が，変更せざるを得なくなつた事である。

　それは，参議院選挙が行われる為に，その大切

な期間に，この全国大会開催は全国より有力者が

集る為に必ずやマイナスになるであろう・・…・何

とか，この大会の期限を延期してほしい・…・・と

言う声は，電報になり，手紙になつて，大会事務

局に殺到した。

　こXで困つたのは，準備万端整つたこの大会を

延期する事は，全部を御破算にしての準備の再出

発と言う事である。

　観光部門担当の北海道庁の齊藤委員は，各宿

舎，観光バス，汽車，その他を全部御破算にした

ときに，再び，予定通りの，プランが立たなくな

つたと嘆き，大会々場予定の札幌市公民館も，会

場費，その他一切前納した費用を捨てる事は，も

とより，再び，借りる事が出来ぬ（他の予約で1

杯の為）と言う悲運に遭遇，為に，会場を新に見

つけざるを得ない。更に，今迄に要した各費用

は，全く水泡に帰し，為に予算の大きな狂いを生

ずる……その他，関係者の精神的の苦痛等…・

・・数え切れぬ程の苦しみ，悲しみに直面した。或

委員は，t’当大会は辞退すべきである”とまで，

涙乍らに訴える有様であつた。
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　然し，参議院戦に，吾等の代表を出すと言う大

きな目的の為に，大会事務局は，全国の要望に応

えて，延期する事になつた。

　延期と決定したその日から，粒々辛苦の再準備

の出発が開始された。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　早いものである，苦難の途も，ようやく開け

て，大会も近づいて来た。

　東京大会では，各地の出席者を，駅や，日航事

務所まで出迎えて，宿に御案内したり，宿舎割を

きめたり，宿と何回と連絡したりする心配がなか

つた。それは，立場も，ス7f　一・ルも異るので仕方

のない事ではあるが，うらやましい事である。

　地方の開催地は，そうした些細な・・・…（集際

は，大きな事であるが）事まで，気を配り，そし

て実行しなければならない困難さは，筆舌にはつ

くせないものであり，実際にその任に当つたもの

でなければ分らない事である。

　従つて，今後の開催地である地方都市は，仲々

容易でない事が，体得されたのである。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　札幌の所謂，停車場通りの北1条西3丁目に，

大きな‘‘祝！第20回全学校歯科医大会”の

大アーチが完成し，諸準備完了して，全国の皆様

をお待ちした時の気持は忘れる事が出来ない。

　ただ謙虚にお客様を心からお待ちしている亭主

役の姿であつた。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　日航の事務所に，駅前に，全国より集つた会員

諸氏をお迎えし，御案内し，遂いに，全国大会の

幕は切つて落された。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　昭和31年8月5日（日），札幌市中央創成小学

校（札幌市で・一番古い歴史の小学校）には，大き

な，アt－一・チや，看板が掲げられ，掃き清められた

会場には，各地方別に，席を決め，各地のお客様

を良い席に，北海道の会員は，後方に……と心

を配つた程であつた。

　定刻，正面日章旗を背景に，第20回全国学校

歯科医大会の文宇も鮮やかに，卓上の大花輪も香

りに満ち満ちで，館山大会副委員長の開会の宣言

に，この意義ある大会の幕は切つて落された。

　　　　　　×　　　　　×　　　　×

　研究発表に，討議にと，予定通り済々と進行し

たが，たX“残念な事は，時間その他の都合で，数

名の講演者に，紙上発表をお願いした事である。

こXに再び深くお詫び申上げると共に，研究発表

等の時間が，全く制限されている現在の日程につ

いて，もつともつと考慮されなければならないと

思つた。

　　　　　　×　　　　×　　　　×

　会場の各室には，郷土色豊かなお土産品の売場

から，器械，薬品の展示室，休息室等，何れも，

全国諸氏の好評を得，お土産の熊も喜んで頂け

て，何よりであつた。

　夕刻つXがなく予定を終えて，観光バスに揺れ

乍ら，大懇親会々場の定山漢温泉に出発車中，

案内ガールの‘‘そうらん節”を聞き乍ら，北海

道弁をたんのうしつつ，湯の町に着いたのは午後

6時を過ぎていた。

　懇親会場の定山漢ホテルには，もう先着の会員

が集りつXあつて，既に和気あいあいの気分が見

える様であつた。

　一夜明ければ，市内電車観光で，定山渓温泉よ

りバスを連ねて出発，約1時問で札幌市内に到t

着，楽しい観光を最終の植物園で開散，思い思い

に各班に分れて，道内の観光に出発し，こxに大

会の募を閉ぢた。

　本大会に於て，吾々歯科医師と言う職業の為仲

々出張等の困難な面を，道庁の松島，木村，齊藤

の諸氏が担当。度々の上京打合せ，道内各地の視

察打合せの旅等。筆舌につくせない御芳i青を頂い

た事を，特に感謝申し．ヒげて大会の記とする次第、

である。
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懇　親　大　宴　会　記

小　　林 覚　　一・

　研究発表に，討論にと，時のたつのを忘れての

大会第1日であつた。

　終了後，学会会場である中央創成小学校前には

観光バスが，ずらりと並んで待つていた。

　すぐ傍の札幌の名物である詩晴あふるxCt時

計台”の鐘が鳴つている。“御苦労さま”と言

つた様に・……・。

国学校歯科医大会，観迎”　の大看板が，吾々を

迎えてくれた。

　定山渓ホテルには，前日から泊り込みで，各々

の部屋割りや，会場の準備等に奔走していた館

山，山岡，渡辺，九津見の各役員がニコニコし

て，御案内やら，説明やらに大並である。

　各部屋に入つた，全国の会員は，先づ一風呂浴

　バスは次々と発車してゆく。目指す，札幌郊

外の定山渓温泉は，こxより約7里強，バスで

約1時間，一寸鬼怒川温泉が，似ていると言う

様な処で，山聞の風光明眉な処。

　昔，定山和尚と言う大悟が，諸国行脚の際

に，こXに，いでゆを発見し，傷ついた鹿がこ

の湯に浴して全治するのを見て，この湯の効の

あらたかさを認め，こXに一寺を建立して，説

教と，諸人救済に一生を捧げたと言う処・・…・

　扱て，バスは，涼風を切つて走り，市内を通

ると，間もなく，真敷内のキャンプを右に見

て，札幌の新名所‘‘藻南公園”を通り一一路定山

渓に向う。

　車中，バスガールのリードで，各々お国自慢の
‘‘

声くらべ，のどくらべ”が始まり，バスガー

ルの，北海道ソt’一’ラン節の歌の指導が終つた頃

は，もう定山漢温泉であつた。

　会場である定山渓ホテルの前には‘‘第20回全

びてと……大浴場に旅の汗と，学会の疲れ

を流し，揃つて，宿の名入りの浴衣に着かえ

て，午後7時，宴会場である定山渓ホテル大

広間に集つた。200畳と称するこの大広間も

間に合わず廊下に迄ござをひいて，お膳を出

すと言う盛況。それでも地元役員，会員のお

膳は並べきれずに，それ等の人々は別室で，

お膳につくと言う仕末。

　各地，各校出身の会員諸氏は，同郷のグル

ープ，昔の同期グループ，女医の先生方は，

鈴木先生を中心のグループと，思い思いに集

つて，中には，奥さんや，子供さん同伴の先生も

親子水入らずに，かたまると言う和気あいあいの

楽しい風景であつた。

　定刻を少し遅れて，館山大会副委員長の挨拶に

始まり，向井会長挨拶，北海道知事（代理）の拶挨

札幌市長（代理）の拶挨終る頃は，杯は大分廻さ

れ，次期開催地代表の挨拶も終つて余興に移る頃
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は，興も次第に上昇して行つた。

　席には，温泉芸妓のきれいどころを始め，札幌

より狩り出された，美型多数も，席を廻つて，サ

ー一 ビスこれつとめた。

　間もなく，舞台の大幕が上つて，美妓連による
“ ソーラン節”‘‘定山渓小唄”等の舞踊や，歌

に，拍手鳴りも止まず，ついで，お客様の余興に

移り，地元館山氏，渡辺氏も渋いところを発表，

全国会員も次々と，多年の経験，研究の結果にな

るところの・…・・芸術を御披露に及び，夜の更け

るのも忘れての交観であつた。

　宴も果て，定山渓ホテルの傍を流れている豊原

川のせXらぎを聞き乍ら，旅の宿の仮り寝の夢

は，明日の市内観光か，道内の雄大な風景・・・…

であつたか……それとも，本州の家族の事でし

たろうか……。

票

準備の跡を顧みて

田　　中

　何等も結果を見れば，至つて平凡であり苦辛の

跡が認められないのが常識であるようだ？

　全国的行事である全国学校歯科医大会がそう易

々と計画されたのでないことは御了解のことN思

う，主催側とすれば参力「者を如何にして多く誘致

するか，それには第一に開催期であつた北海道と

云う開発最盛期にある広大な地域と雄大なる景勝

を会議と共にゆつくり楽しく観探して頂き，最終

的効果を挙げることにあつた。

　元来この大会を本道に於いて開催すると云う話

は数年来大会の都度提唱されていたのであり道当

局も早晩招致する覚悟であつたが何分にも先きだ

つたものは何とかで延び延びになつていたが，30

年11月東京都に於ける第19回大会で満場一致北

海道を次回開催地に熱望されたのである。ここに

於いて愈開催の段取となり，財源の見通しもほぼ

付いたので道学校歯科医会が主体となり道教育委

員会保健体育課当局の実質的協力により，道学校

歯科医会幹部，道教委保健体育課長係員及び関係

諸団体より大会準備委員を挙げ，準備事務局を北

海道歯科医師会館内に置き，愈々準備態勢に入つ

たのは歳迫つた30年12月であつた。

　開催期は本道としては最も良い初夏深緑の7月

4，5日を決定，会場の借入申込，懇親会場の交

渉予約，観光の乗物の手配と旅館の確保等万事

OK，その日程を作成印刷を完了夫々関係全国都

道府県団体の手を煩し，学校歯科医各位に配布さ

保　　吉

れ，準備事務局は日一日と迫りつXある大会に数

多い参加申込に期待を掛け受入態勢に万全を期し
　　　　　　　　　ふんf’し
ていた。然るに越中揮前から何とかの例に洩れ

ず，開会中の通常国会が重要条件の難航に難航を

重ね会期延長再三再四結果は6月に予定されてい

た参議院議員選挙期日が7月と云う，この大会に

とつて誠に思い掛けない重大障害に突き当つたわ

けである。

　今次の参議戦には歯科界としては是が非でも落

しては面目がたXぬ歯科界の大御所竹中恒夫日本

歯科医師会副会長が3万の歯科医師会員をバック

に当落を賭けているのである。選挙期日が切迫す

るに従い大会期日変更の声が日本学校歯科医会或

は日本歯科医師会より文書叉は電報があり，次い

で他都府県地区等よりも変更の電請を受けたので

ある。

　蝕に於いて急に大会委員会を開いて　‘‘期日不

変（既定通り断行）”“無期延期（中止）”‘‘期日

変更，，もの何れを採るかを慎重に協議の結果．

変更開催を決定した。その時期と既に予約した

大会会場，懇親会場旅館等の問題如何に依つて

は，予算にも少なかぬ打撃のあることを憂慮した

が幸い接衡に当つた道教委保健体育課係員の尽力

により最少限度に喰い止め得ることを予知し，本

道としては最も暑い盛りであるが，己むなしとし

1ヵ月延し8月5，6日を選定したのである。とこ

ろが時は流れ選挙の結果は全国区第7位の高点得
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票を得て竹中先生を国会に送る幸運を勝ち得た。

　叉次いで来る本大会も至つて好天候に恵まれ，

本道には稀らしい予想外の涼しさ，寧ろ冷気を感

ずる位であつた。ともあれ本州内地から参加され

た各位には，ずいぶん涼しい暮し易い印象を持た

れたと思うが，而し一面冷害と云ういまわしい凶

作に見舞われるとは神ならぬ身の知る由もなかつ

たのである。

　兎に角期日の変更による影響は多大であつた。

従つて経費の面なども極力節約した部門もあり参

力「者各位に御満足の行かぬ点も多々あつたことを

本誌を通しお詫び申し上げる。街期日変更の連絡

不手際の為，変更前の期日にはるばる御来道され

た2，3の方のあつたことを遺憾に存じます。

大 会 雑 感

武　　田 俊　信
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　歯科関係の全国的学会が札幌に開催されるということ

は，北海道歯科医師会始まつて以来の大行事であり，そ

れだけに我々役員としても多少ノイローゼ気昧になるほ

どの重大責任を感じないわけにはいかなかつたのであ

る。多くの期待と夢を抱いて遙々来道される全国各地の

会員諸兄に対し，万全の受入れ態勢を整える為にも我々

役員としては正直の話，ノイローゼ気昧にならざるを得

なかつたのである。いくら北端の地札幌といつても7月

は矢張り暑い夏である。数回にわたる打合会には，たま

り兼ねてアイスクリームをしやぶるといつた光景もあつ

て，終始熱心な討議を重ねた結果が今回の第20回全国

学校歯科医大会だつたのである。

　当日は幸にも天候に恵まれ，定刻には会員諸兄が続々

入場されたのであるが，いくら万全の準備態勢を整えた

とはいえ，我々役員としては多少上り気昧の状態で，た

だ右往左往……，混乱……，混乱……，その為か

会員諸兄の中には会費の納入を忘れられた入，又反対に

多く納入された人などもあつて，さぞかし御不満，御立

腹の方もあつたのではなかつたかと，今にして当時の模

様を追想しながら，覆水盆にかえらずの嘆きをかこつ次

第なのである。しかしながらそれはそれとして，いよい

よ大会開幕の9時30分，我々役員の気持もようやくそ

の頃から冷静となり，挨拶祝辞に続いて次々に発表され

る会員諸兄の貴重な研究，これに対し終始熱心に耳を傾

ける多数の顔……顔……，いかにも全国大会らしい

場内の緊張したその雰囲気に，ホヅと胸を撫で下すと共

にこれだけでも今迄の苦辛に充分報いられたという感激

を新にしたのであつた。午後2時5分，研究発表終了，

続いて協議会に入り，大会決議文の起草，これに対する

満場可決という大会最後の花を飾る劇的場面もあつて，

これに大会は有意義なる実を結んで終了したのである。

　さてこれから今夜の宿泊地であり叉懇親会場定山渓ホ

テルの在る湯の町情謳満点の定山渓温泉に行くことにな

るのであるが，これが又混雑のごつたがえし，ようやく

バスを連ねてホテルに着けば，またまた室の割り振りで

大混乱・…・・，その不手際振りについては役員一同心か

ら御詑び申し上げる次第であるが，一面，会員諸兄の中

には当夜，心ゆくばかり清調豊な北国の温泉気分に浸り

或は終世忘れ得ぬ思い出を胸に秘められた方々も多数あ

るであろうことを確信してせめてもの慰めにしたいと思

うのである。

　充分満足して頂いたと思うことは，翌日の札幌市内観

光のビール会社の見学である。冷たい生ビールの接待

に，其処此処から聞える，“あΣおいしい……”。と

いう声。我々の満足もまた最高潮・・…・。・ミスを走らせ

て終着駅，植物園に向うパスの中でも，まださきほど

の生ピe・一一ルのうまさを嘆ずる声が，しきりに聞えてい

る。直ぐうしろの方で誰か女の声がする。‘‘今晩モロッ

コつて所へ案内して貰うことになつてるんだけど，あん

なおいしいビF一ルなら，うんと飲んでやるかなあ……

・…”。思はず振り返えつて見ると，その若々しい声と

は似ても似つかぬお婆ちやんを少しばかり若くしたよう

な女の人，どなたかしら，誰かにその不良中年女の名前

を聞こうと思つているうちにバスは植物園に着いてしま

う。

　植物園と言つても此処は大札幌という都会の真中に取

り残された原始林の一角で，我々が自信をもつて自慢し

得る存在の一つなのである。広々とした青ビロードの芝

草の上に，思い思いに席を取りパンと牛乳の接待を受け

る。最後に東京都の渡部重徳氏の音頭で万歳三唱，感激
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のうちに解散したのである。

　自慢すべきは充分過るほど自慢し，その不手際に対し

ては余すところなく御詑びいたし，大会雑感の筆をおく

次第である。

木彫‘‘熊”のことども

　北海道を旅する人ならば，必ず目につくものは白樺細

工のアイヌ人形，壁かけ，盆，木彫人形，熊，少し趣向

のかわつたものでは，鈴蘭，時計台，トラピストを象徴

した修道女の絵姿等であろう。

　中でも，木彫熊は，いたるところに陳列されて，北海

道を象徴するものとして，忘れることの出来ぬものとな

つている。

　北海道と熊は，全国的にも有名で，中央他府県の人々

は，北海道を，雪と熊とでもつて代表するものと思つて

いる位だ。

　北海道の熊一ヒグマーはたしかに有名だ。アイヌ

の熊祭にあらわれたヒグマ。

　鮭とりに河に出てくるヒグマ。人家に近い玉黍畠に出

て来ては，皮をむしつて実をたべるヒグマ。秋晴れの白

樺の梢に登つてたわむれるヒグマーこれらは，すべて

北海道にとつて見逃すことの出来ない景物だ。

　ことに町村合併と，あたらしい市の誕生に，本道では

田園都市ならぬ，熊の出る市も出現してきた。北海道の

特色を遺憾なく発揮している。こんなところで本道と熊

との関係が深いということが立証されるであろう。

　熊彫は，こうした事情が背景となつてうまれてきた。

昭和の初め，旭川に近い近文アイヌの人々が，その特有

のマキリを用い，木彫をもつて知られていた。独特の紋

様をもつ盆，箸，和人によつて示唆されたペーパーナイ

フなど，そろそろ北海道の郷土の土産としてみられて来

たころだつた。

　熊祭の熊，アイヌの生活に切り離すことの出来ない熊

は，いつの問にか彼等の鋭いマキリによつて地肌の美し

い肌理のこまかい木は彫られ，彫刻熊となつて世にあら

bれたのである。

　これと時を同じくして，道南八雲一尾張徳川家の一

族が移住したところ一は，

　八雲たつ出雲八重垣一をその地のゆかりと定め，山

越郡サランベの野，ユーラップの川畔の地に，かの一・族i

が農場をひらいた。その名は徳川農場。

　彼等は風雪に耐えて土地を拓き，大農式経営に勤めた

のである。半歳の冬は無柳に苦しんだ，無為にして過す

のはこの人達のとるところではない。老人達は，春への

準備，婦たちはつくろい物に，そして青年達は一北海

道の熊をモデルにその木彫を始めたのである，その熊彫

は，丸のみを使わず，一刀彫りの力つよいものであつ

た。

　朴の木質をつかい，塗りをはぶいた木地は，清潔で力

強く，そして素朴だつた。

　残念なことには，この一刀彫りの木彫熊は永続しなか

つた。

　昭和の中期といつても11年頃，小樽に博覧会が開か

れ，国々の産物，玩具があつまった。小樽にこの時熊彫

りの企業家があらわれ，この熊彫りの大量生産を試み，

市販にのり出した。

　然し，惜しいことにこの小樽産の熊彫は，表面に，ラ

ッカの勝つた黒塗の光沢と，丸のみの荒いけづりのため

に，玄人筋には評判がよくなかつたらしい。

　その後観光土産に，しかも熊の生きたものをそえて，

アイヌ土人を直接，客に示して売りさばく姿もみられる

ようになつた。

　熊こそっながなかつたが，札幌の停車場通，大沼，和

琴と観光地には土人の，のみさばきの巧みさを示したも

のであつた。

　いまは，機械製作も手彫りも区別のつかぬくらいに巧

みになつたが，北海道の象徴として，とぼけたような瞳

を光らせながら，店頭の硝子窓にならべられている。
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Aコース
洞爺・登別の思出

く’、’ 息・

〔観

　8月6日，定山漢の懇親会，札幌市内観光に疲れた身

体を植物園の緑の絨甑に横たえて原始林の大樹の陰から

真夏の太陽を仰ぎなから，しばしの休息をとる。やがて

昼食も終り向井会長の挨拶と万歳も終り，郷愁と離別の

光〕

硫黄山をみてバスへ

哀愁を胸にいだきなから，「御苦労様でした。又御出で

Fさい」の声を後にして，植物園の門から三々伍々と別

れて行く。

　「Aコース，洞爺・登別へ行かれる方はバスにお乗り

下さい」二度・三度・四度と案内する声に，ぞろぞろと

顔に笑を浮べながら乗車が始まつた。　「00さん，△△

さん」と申込み名簿によつて，人員を調べると1人かた

りない。「○○さん」と声をはり上けながら更に植物園
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で

別

内を探す。けれど応答がない。再び4人で手別して，あ

つちの建物，こつちの林の陰，温室の方と探す。しばら

くして，木の茂みの方から胸に徽章をつけた人がゆつく

り歩いてくる。緑の芝生を一歩一歩と楽しそうに歩いて

いる。開拓以来斧の入らなかつた植物園の大樹に，鹿や

熊が横行していた姿を思い浮べておられたのであろう

か。でも最後の1人の御客さんを乗せて，同行38名の

ロマンスカーは豊平川にそつて定山漢へと進む。今年は

例年に比べて気温が低く，夏とはいいながら暑さを感じ

ない柔らかい日差が窓越しに入つてくる。車の中では案

内嬢が札幌の開拓歴史を話している。然し開拓以来80

年を経過した現在の札幌は街路樹や植物園の大学構内の

楡の大樹にその面影を残すのみで街の中心地帯には高層

ビルが立ち並び，人口42万の息吹が力強く感ずる時，

原始以来の大樹と，熊笹の申に熊や狐が横行する様を思

い浮べることは難かしい。40分位で定山漢に着き，一

息入れていよいよ山越えにかXる。道は豊平川の上流に

向い，谷隆を登つていく。昔東本願寺の門徒衆が虻田か

ら札幌に抜ける道をつけたというこの道は，札幌近郊の

スキーの名所無意根連峰をこえるtcめ，中山峠を境とし

て急傾斜の山肌をけつつて道をつくつた。昔は熊が出没

し，笹に囲まれた細道をたどる旅人を脅やかし，中腹の

道際に犠牲者の墓碑が往時の名残を留めている。支笏

湖，洞爺湖，登別を結ぶ一帯が国立公園となり，札幌～

洞爺の観光道路となった現在道幅も広げられたが，山肌

に沿うて，豊平川上流を遙か眼下に見下しながら九十九

折れに進む。午前中照り輝いていた太陽は，いっの間に

か雲にかくされ，峠頂上に登れば，濃霧に覆われて漸

く，数米先を見わけることができる程度。対岸原始さな

がらの密林の山々から拳を出したような巨岩の景勝も，

連峯はるかに見える蝦夷富士羊蹄山の眺望もできず，濃

霧の中をライトをつけた自動車はスピードを落しながら

峠を下る。山々に囲まれた盆地の町，日本一・のアスパラ

ガスの産地帯を通りながらお国自慢歌謡コソクールが始

まった。南から津軽の海を越えて集まつた人々が，一台

の車に同じ運命を乗せてかもし出す心のハーモニーの時

こそ楽しい一刻であつた。案内嬢のアイヌ娘の悲恋の物

語り，アイヌ語や北海道語を聞くうちに車は洞爺湖畔に

たどりつき，夕暮近き湖水に浮ぶ中島観音島を眺めつX

札幌を発つてから4時間半洞爺湖温泉町の第一ホテルに

着いた。洞爺の夜も音もなく明け湖上遙かに見える羊蹄

山の遠望にレソズを向ける入々，周囲十里の湖水を飛ぶ

ように走り廻るモーターボートを窓から眺めている人々

もある。食事後遊覧船で昭和の奇山，丘陵の麦畑の中に

生れた世界唯一の，私有の，大爆発を伴なわかつた噴火

山の説明を聞き，中島の森林博物館を見て再びロマンス

カーに乗り換えて登別へと向う。途中白老のアイヌ部落

に立寄る。その昔蝦夷の時代には白老はアイヌ部族の一

大勢力地であつた。北海道の開発とともにアイヌ民族の

純粋性か失なわれ現在日本入との混血とともに一般の生

活の中に融合され，残された形は観光客相手の商業であ

った。アイヌの宝物を前にしての話，老アイヌの踊に失

なわれ行く古代の姿を偲びつX，アイヌ小屋の外に出れ

ば絵端書に記念スタンプ，御土産を売る店が立ち並び盛

んに客を呼ぶ。再び乗車すれば今夜の泊所である登別第

一滝本旅館の番頭さんが美人一人を伴い同乗する。先

ず，ほこりにまみれた顔に，熱い蒸しタオルが心を暖た

める。登別といえば第一滝本，温泉といえば滝本の大浴

場と全国にその名を通す温泉旅館と宣伝の一くさりを述

べれば，傍らの美人鶯につられて口ずさむ登別小唄，ハ

アー，湯所名所可愛の……とだんだん合唱の声が高ま

つて行く，一方は海一方は遠く離れての丘陵地帯その中

に火山灰地に生えた雑草の中の道一本を歌声を乗せて自

動車は走りに走る。

　1時間後登別につくと，荷物を預けて地獄谷に向う。

谷間に開いた大小無数の穴から白煙が上がり，のぞけば

ごぼごぼと躍っている。剥製の熊とならんで写真を取る

人，アイヌ織のアツシを着る人，又その人にヒントを合

わせる人，谷間を覆う夕暮の中にしばし天国と地獄の間

に楽しさを昧わう。

　今宵一夜は蝦夷地の枕明日は津軽の海越えて……大

きな湯舟，湯質に多くの変化を持つ湯に旅の疲れをいや

してから別れの会食か始まった。北海道に大会があつた

ために結ばれた縁を懐しみながら明日の再会を約する

人，帰る途中の遊びを計画する人，賑やかな笑いの中に

登別の夜は静かに更けて行った。
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Bコース
（阿塞湖・登別温泉方面）

　昭和31年8月6日　晴

　Bコース参加者約90余名は発車1時間前8時全員札

幌駅前に未だみぬ千古のナゾと幾多の伝説を秘めた阿寒

を夢みながらぞくぞくと集合してきた。前日の大会そし

て定山漢の懇親会，本日の市内観光と疲れた身体をひき

つりながら。

　午後9時2分定刻通り汽車は天然記念物北浜原生花園

のある網走へと，汽笛一声闇に消え去つた。6時真知子

でその名をはせた美幌駅に到着北国の雄大な神秘原始境

にしばし荘然網走にあと1時間，網走駅下車と同時に観

光バスに乗り換え夢の国花の国北浜原生花園へと一路パ

スは走る。車窓よりはのんびりと草を食べてる牛馬の姿

がちらつく，左側には北の端オホヅクの海がのんびりと

霧の如く横わている，南極探験隊の実験地トウフッ湖が

見え初めた。牛馬が平和そのものの如く草をはんでい

る，のどかな夏の陽は両手を拡げて皆をまっている。

　北浜原生花園着，ハマナス，エゾキスゲ，エゾスカシ

ュリ，ヒオゥギァヤメ等の花が百花欄漫とさきにほい，

オホックの海の荘洋たる色調と調和し，知床半島の山岳

が遠望せられ砂丘からその背後につS“く草原はお花畠の

美しさをもつてしられているだけに実にすばらしいもの

だ，叉前方はるかにトーフッ湖が横たわり，白鳥の渡来

地として知られている。車は草原とオホツクの海トウフ

ツ湖になごりをおしむ会員を乗せ次の目的地なる北海道

唯一の名勝指定地天都山へと幕進する。

　曲りくねつた道真赤に実つた両側のリンゴ，空はあく

まですみわたり絶好の観光日和，エソジンの音も軽く一

伺を乗せて前進する。

　展望台に昇ればはるかかなたにかすみに囲まれた美幌

峠，斜里岳が遠望出来，眼下にトウフツ湖，原生花園が

展謂し，オホツクの海はあくまで青く，後方には網走

湖，能登呂湖，はるかかなたに本道の峯といわれる国立

公園大雪山を遠望することが出来，北海道ならではみる

ことの出来ない，雄大そのもののパノラマが，展開して

いた。オホツクの海ともお別れして次え進む，国民の先

住民族と言われるモヨロ族の貝塚，その遺物を陳列して

ある本道一の網走博物館等を見学し，水の都網走市を後

にして昼食地である道立公園網走湖畔へといそいだ。

　しようしやな料亭にてオホツクの海よりとれた「カニ

メシ」と網走湖の名物鮒の「アライ」に北国情緒を昧わ

いながら充分に休養をとる。峠に雲がかxってはと急い

で出発，ノミスで3時間30分美幌峠へと躍動し初めた。

ガイドさんはアイヌのnマンスをロマンチックに次から

次えと伝説を説明し，一同の旅のつれづれをなぐさめて

呉れた。又本道の民謡ソー一・一ラン節のサービス，会員も何

時とはなしにソーランソーランとやり初めた。楽しい旅

をより一層明るく楽しいものにして呉れた。時間の過ぎ

るのは早いもの，何時の間にか目前に美幌の大景観が展

開し初めた。青々とひきしめた青畳のような熊笹，千占

のナゾを秘めた原始林，熊笹のところどころに茂つてい

る白樺の木々，飛來しくる野鳥の叫び，前方るはかに幾

多の伝説を秘めた屈斜路湖が，遠来の珍客に笑をたたえ

て横たわつている。雲の無い美幌峠全く珍しい，或る東

京の人が，5日間いたけれど遂に晴れた峠は見られずさ

びしく下山した話もある。本年も非常に雨が多く，一昨

日迄毎日雨が降つていたとか，それにひきかえ今日は全

く良い天気，湖面にぐつとのびてる和琴半島，その背後か

すかに，硫黄山のけむりが見える。バス出発の合図がな

つても誰人として乗車するものなく，無心にパチパチ写

真機をいじつている。霧がだんだんと峠をおつて来た。

いよいよ出発だ，全くおどろく，今まであんなに良かつ

た天気がたちまちに曇り初める。バスは下り坂を急ピヅ

チに下り和琴半島，砂湯，池の湯，仁伏温泉を見学し

て，一一一i路くずぶつた様な屈斜路湖の湖面を左手にながめ

ながら第1日宿泊地川湯へと前進した。車内ではあちこ

ちにソーランソーラソと鼻歌が聞える。又前夜来の疲れ

が出たのかぽつくりぽつくりといねむりする人も大分出

てきた。車は，行けど行けど続く原始林の中を歩つてい

る。昔アイヌの若者がメノコと恋をささやいたのもこの

森，民族の戦いに血を流したのも此の森今は静かに千古

の夢をつXんでねむつている。くれゆく川湯温泉のあか

りがみえてきた定刻ちよつと遅れて到清，考えれば8月

5日の大会，夜の懇親会6日の市内観光そして夜行列車

の出発と次から次えとの強行軍に全員早々に床に入る。

家庭に残した妻子の夢か，アイヌの伝説の夢か，それと

も札幌でみたエキゾチヅクなきれいな札幌娘の夢か，そ

れぞれの夢路えと落ち込んだ。筆者も疲れたので一風呂

浴びて床に入つたのが11時，原始林に囲まれたこの盈

泉郷はすつぼりと闇につつまれ夢の国と化し時折けたた

ましい野鳥の叫びが聞えるだけである。全員無事を祈り

ながら何時の間にか夢路を急ぐ身となつた。

　8月8日　晴

　差し込む朝日に床をけり，本日の準備に取りかXる。

全員元気に風呂に入り朝の挨拶を交し合つている。全国

から集まつた方々が百年の知已の如くに，昨日の疲れも

どこえやら，2日目の行動がパスの騒音と共に初まつ
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た，硫黄山，そしてお花畠，天下の絶景摩周湖，横断道

路，そしてアイヌの若い男女が残した悲恋物語のかなし

い伝説をはらむマリモの捷む阿寒湖へと躍動し初めた。

どうか摩周湖がにつこりと笑つてまちうけてくれるよう

にと祈りをこめて車中の人となつた。美幌峠以上に晴れ

ることの稀れな神秘の湖である。筆者は今回で7回目で

ある。案外めぐまれた方であるけれど3回は全然固く閉

ざされたべー一一ルは遂に開かなかつた。・ミスは筆者の切な

い願を打ち消すかの如くエソジンの音もさわやかに硫黄

山へと出発した。もうもうたる煙，山は今尚生きてい

る。硫黄のにほいが一面に拡つている。一面にひろがつ

ている高山植物，西部劇に出てくるようなパノラマ，記

念写真を撮つて出発，本コース最大の目的地摩周湖へと

パスは走る。車中は天然自然の大公園に酔うかの如く昨

日習つたばかりとは思われな1、・程の名調子でソーランソ

ー ランと誰となく合唱し初めた。

　第二展望台に到着，筆者の願が天に通じたのか，一点

の雲もない美しい顔を出している，すばらしい，透明度世

界一と言われ，七色の水色をもつこの湖は神秘なこと筆

舌に尽し難い，急に雲や霧雨がおそい，突風が吹いて湖

岸に立つ時など吸い込まれる様な感じがするところから

アイヌ達は摩の神の湖即ちカムイトーと呼び数多くの伝

説が今もつて語られている。カメラは盛んにパチパチ音

を立てあちこちからためいきが出る。何んと恵まれた事

か。第一展望台へ歩を進める。湖の真中にある周囲160

米のカムイシユと呼ぶ島が両手をふつて引き入れる様な

湖にあやしげな頂をみせている。発車時刻はとつくに過

ぎて出発だ，会員は，なごりおしく車中の人となる。後

をふりかえり次の目的弟子屈温泉に向う。

　午後1時弟子屈出発いよいよ横断道路だ。十有余年の

歳月1と数十人の尊き人命を無くして作られ，四百何十廻

りの曲りをもち，数万町歩の原始林の美しさを眺め数十

丈の絶壁を仰ぎ或は千倣の谷にきもを冷し，双湖台，双

岳台，清水の沢，永山峠等千古のナゾを秘める大自然の

神秘をもち星霜幾千年変らぬ自然の美しさを心ゆくまで

殊あうことの出来る理想的ドライブコースの横断道路

だ。長いようで短かかつた2時間半の横断道路もためい

きと共に過ぎ去り次のマリモの棲む阿寒湖へ，車窓より

雄阿寒，雌阿寒の両岳をのぞみながらパスは進む，ニソ

ジソの調子良好，今日も全員の無事を慶びながら到着。

旅装をとくひまもなくあこがれのマリモ見学のため船中

の人となる。

　目を船窓よりはるかのぞむれば赤トド松の原始林が密

棲し今爾中央火口はごうごうとすごいうなりを立て白煙

を噴き出している。船はピヅチを上げ悲恋のマリモとし

て多くの伝説をもっているマリモへと進む。湖上遊覧も

無事終り，旅館へとそれぞれ帰る。

　夜のとばりが濃くなつて来た頃あちこちの室から故郷

をしのんで歌つているのか，あちこちの民謡が流れ込ん

でくる。温泉に入り疲れをいやし，明日の準備を，して床

に入る。11時。

　8月9日　晴

　快晴に恵まれどうしの我々に本日も幸あれとのように

真夏の太陽が，さんさんと輝りかS“やいている。11時・ミ

スにて3時間釧路市へ向う。車内は色々の歌がとびだ

す。中々元気だ，年齢の差がある会員なので疲れはしな

いかと心配していた筆者も一安心，本邦唯一の丹頂鶴の

棲息地にさしかXつたけれE’一一一羽の鶴のいなかつたこと

を残念に思つたのは筆者だけではないだろう。車は何時

の間にか釧路市内に入り駅前にて昼食をすませ市内観光

と進む，「しらしらと氷かがやき千鳥なく

　　　　　　　　　　　釧路の海の冬の月かな」

と歌われている石川啄木の歌碑の建てられている米町旧

童公園その他を見学して，次の目的地登別へと進むため

6時40分釧路駅を出発した。

　8月10日　曇

　ユ夜明ければ荒涼たる空知平野を汽車は蕎進し6時米

の集荷地，交通の分岐点岩見沢駅に滑り込んだ。直ちに

白老アイヌ部落へ向うため乗換え，紙の都苫小牧市を通

過白老藩，めずらしい馬車にゆられること10分音「落に

到着，珍らしい踊りに唖然とし，数々伝説に耳をかたむ

け，熊祭りの話に時の過ぎるをわすれ出発の合図に最後

の目的地登別へと歩を進めた。

　国立公園登別は北海道否日本の温泉郷としてしられ

10数余のお湯の種類をもち，湯量において世界ag－一とい

われる登別にあこがれをもつておとつれる観光客は，年

々上昇の一途をたどり，新婚旅行の楽しき夢をむすび，

嬌艶の巷と化すのも，家族ずれの良きレクレエー・・一ション

の場となるのもこの登別である。最後の宿泊地であり解

散地であるせいか，お土産の購入に忙しそうな人々，1

週間にわたる旅行の思い出にひたつている人，向う側も

みえない様な大きな大きな浴槽に身をゆだねて瞑想にふ

けつている人，タソゼン姿で地獄谷を見学に出かける人，

思い出を箪にたくしている人。その夜全員の総意により

懇親会が催され，何一つとして満足に出来なかつた筆者

達のために謝恩会を催していただいた。そして皆様から

懇篤なる礼言葉を戴き恐縮した次第である。思い思いの

お国自慢が初まつた。大分酔がまわつた様だ，我々の不

満足な準備そして計画，案内にも拘わらず楽しく旅行し

て呉れた会員の皆様に深く感謝しながら床に着いた。
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第20回全国学校歯科医大会役員名簿

名誉会長
　　　日本学校歯科医会名誉会長奥村鶴吉

大会会長
　　　日本学校歯科医会会長向井喜男
副　会　長

　　　北海道学校歯科医会会長今井金造
　　　北海道教育委員会教育長伊藤秀五郎

　　　日本学校歯科医会理事長岡本清櫻
顧

参

　　問

　文部省初等中等教育局長緒方信一
丈部省初等中等教育局保健課長塚田治作

　北海道教育委員会委員長坂井一郎

　北海道知事田申敏文
　北海道衛生部長稲垣是成
　札　幌　市　長高田富与
　札幌市教育委員会委員長戸田定信

　日本学校保健会会長栗山重信
　日本歯科医師会会長小椋善男
　日本学校歯科医会顧問長屋　弘
　　　　　〃　　　　　松原　　勉
　　　　　〃　　　　　磯　　仙策
　　参

丈部省初等中等教育局保健課　荷見秋次郎

　　　　　ケ　　　　　湯浅謹而
　　　　　〃　　　　　佐藤孫一
　　　　　”　　　　　竹内光春
　日本学校歯科医会副会長浜野松太郎

　日本学校歯科医会副会長池田明治郎

　北海道歯科医師会顛問長屋協輔
　　　　　〃　　　　榊原立郎
　　　　〃　代議員会議長上田米三郎1
　日本歯科医師会副会長大沢勝ぺ

　　　　〃　　　　　竹申恒夫
　　　ケ　　　専務理事　鹿　島　俊　雄

日本学校保健会理事長岩原　　拓

北海道衛生部保健予防課長井上千秋

札幌市教育委員会教育長中島好雄

　　〃　保健体育課長城岡正美
日本学校歯科医会参与緒方終造
　　　　〃　　　　　荒巻広政
　　　　〃　　　　　榊原勇吉

大会委員長
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　　　北海道学校歯科医会会長今井金造

副委員長
　北海道教育委員会保健体育課長松島尉太郎

　　　北海道学校歯科医会副会長　石　井　次　三

　　　　　　　〃　　　　館山文次郎
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　　〔総務部〕

部　長　田中保吉
副部長　川田正徳
総務係

　　主任川田正徳
　　　　木村隆一
　　　　渋江和子
　　　　額賀吉之助

　　　　丸谷　 貢

　　　　押尾　 奏

　　　　伊藤竜七
　　　　林　 善威

　　　　高安　 績

　　　　沢本善一
　　　　杉村力男
　　　　佐々木裕寿
　　　　鷹田林太郎

　　　　神　 政躬

　　　　青野修一
　　　　玄番哲夫
　　　　北野幸夫
　　　　佐藤正夫
　　　　藤本舎一
　　　　三田村庸樹
経理係

　　主任小佐川鉄郎

　　　　高橋常保
　　　　名取亥八
　　　　石井虎義
　　　　関根　 民

　　　　佐藤恵美子
　　　　鶴谷亀久夫

　　　　池　 忠夫
展示係（売店）（展示）

　　主任　田中　玄二

　展示係飯田政敏
　　　　吉川三雄
来賓係

　　主任市岡　 勝

　　　　長谷川　修
　　　　山口勝太郎

　　　　安藤　肇
　　　　奥田良雄
　　　　梅原負勝
　　　　中村　 斌

尾崎麗剥
　　　　佐藤慶子
　　　　川村喜久
救護係

　　主任尾谷　　清

　　　　米田達夫
　　　　宮井あや
　　〔大会運営部〕

部長石井次三
副部長　尾谷　 清

学術係

　　主任松野　 新

　　　　庄司憲久
　　　　小林覚一
　　　　衛藤正孝
　　　　武田俊信
　　　　尾崎精一
　　　　石塚　 武

　　　　甲斐雅喜
　　　　刈谷　 勇

　　　　辻　　 正

　　　　平井　 猛

　　　　王野是博
　　　　岩橋章五
会場係

　　主任庄内宗夫
　　　　小阿瀬敏治

　　　　松岡靖雄
　　　　平井一哉
　　　　鈴木忠雄
　　　　田口秀一4
　　　　浮田教雄
　　　　久保田　甫

　　　　池畑三郎
　　　　高橋博長
　　　　諏訪三子雄

　　　　平川　 篁

　　　　近藤定一
　　　　山田秀一
放送連絡係（バス）

主任庄内貞夫
　　紅林静彦
　　山口　　朔

　　高橋正行
　　古内策郎

　　　　横川健夫
記録係（写真編集）

　　主任刈谷　 勇

記録係　小林覚一
　　　　尾谷　 清

　　　　武田俊信
　　　　山内庄太郎

　　　　今井　 茂

　　　　小森　 保

　　　　吉田保彦
　　　　佐藤一郎
案内係（下足荷物）

部

副部長

受付係

　　主任林　 武夫

　　駅前小林覚一
　　　　吉田保彦
　　　　今井　 茂

　　　　渡辺　 享

　　　　田村　 元

　　　　中井ヒサ
　　　　安済ナツ
　　　　尾島マツ
　　　　安永シゲ
　　　　荒谷二三重
　　　　小野寺　照

　　　　林　 裕二

　　　　薦田定入
　　　　井村次雄
産業会館前山内庄太郎

　　　　林　二三男

　　　　永井力子
　　　　泉　 進子
会場受付　山村左近

　　　　山岡清二
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長

市内観光

大倉顕一
池内　巖
安部　 均

坂田通泰
石橋大学
島田哲夫
大島繁治
原田正永
平田重俊
前山　巖
岩田沖三郎

兵藤昭三
中川志津江

原橋ミエ
鍋島タメ
徳田雪子
坂東正子

主任床内正春
刈谷　 勇

小阿瀬敏治

紅林静彦
吉田保彦
渡辺　 享

田村　 元

佐藤一郎
尾谷　 清

庄内貞夫
九津見　敦

会場接待／食事土産）

主任九津見　敦

　　喜田正史
　　佐々木　洋
　　小笠原利之

　　野田豊夫
　　渡辺政男
　　今野京子
　　八巻千鶴子

　　河原善吉
宿舎観光

　　主任田村　 元

　　　　斎藤　 仁

　　　　坪谷　 伸
懇≡親会

主任山岡清智
渡辺
九津見

斎藤

享

敦

仁
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第20回全国学校歯科医大会参加者名簿

都道府県名　　氏　名

大分　賀来直人
　〃　　酒井修一
福岡　池田明治郎
　〃　　加藤　　栄

　　　　宮崎賢護
　r／　　井上博之
愛　媛　　五十崎佐次郎

島根　　大町真事
　〃　　半田佐津子

鳥取　高野明硯
兵庫　須田琢磨
　〃　　山岡実一
大阪　今弁欽之
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日本学校歯科医会記録

日本学校歯科医会第3回総会

昭和31年8．月4日　午後3時

札幌市・北海道歯科医師会館

子

雄

　大会を前Hにひかえて，各地より集つた代表者によつ

て総会が開催された。それに先だつて午後ユ時より役員

会を開き総会に提出する議案を審議し承認をえた。総会

は湯浅理事の司会で向井会長の挨拶があり，議長に群馬

県宮下一郎氏を推して議事に入つた。

　　ユ．庶務報告　　　　　　　　野口理事

　　2．会計報告　　　　　　　　亀沢理事

　　3．昭和32年度事業並に予算　　湯浅理事

　　4．次期大会の開催地にっいて　岡本理事長

　　5．役員改選

　別項の庶務報告，会計報告（昭和30年度決算）は万場

一致承認され，昭和32年度事業予算にっいては活濃な

討議が行われた。本会もだんだん発展してゆき．大会費

の増額調査研究，会誌の発行などのため会費の増額をは

かつた。すなわち，昭和32年度より従来の1入当金50

円を金100円とする案であるが，地方事情で困るという

意見も2，3あったが学校歯科衛生の目的達成のために，

この程度の増額はやむを得ないと大多数の賛成をえて可

決された。1入当50円はタバコ1個だという話も出た

りして本会の事業を円滑に遂行するために賛成をえたの

である。

　次で役員改選ば会長，副会長，理事長，監事，常任理

事は留任，地方理事は会長一任となった。

庶務報告（昭和30年度）

　1．4月12日，ユ8日の両日常任理事会を開催し，本

年度の大会開催の件にっき協議し，種々候補地をあげ，

引続き接渉を行つたが，7月7日の役員会に於て，地方

で開催することは不可能であり，東京都で開催するより

他ないという結論に達し，東京都学校保健会歯科部会へ

その旨正式に申入れることになった。

　ユ．7月10日東京都学校保健会歯科部会理事会では，

本会と共催することに決定した。よって，7月23日付

で，本会加盟団体会長及び本会役員へその旨通知した。

　8月8日より，本会役員と都学校保健会歯科部会役員

と合同により準備委員会を組織し，数回にわたる協議に

より，本会設立後の第1回目の大会の開催要領が出来上

り，10月6日加盟団体会長及び会員，都道府県歯科医師

会長宛に案内状を発送した。

　11月7日在京役員会を開き，本会第2回総会にっいて

協議し，その案内状を1ユ月12日付にて本会役員及び加

盟団体会長宛発送した。17日常任委員会を開催し，総会

夜び大会の最終的協議を行つた。

　ユ1月27日午後工時，本会役員会に続いて2時より港

区麻布本村町，本村小学椀こ於て第2回総会を，23日大

会を開催した。詳細は30年度大会々誌参照。

　ユ2月26日より在京役員会を数回開催し，第2回総会

及び99　19回大会の処理にっいて協議し，1月9日付を以

て大会宜言その他協議事項につき，大会報告を兼ね，文

部省，日本歯科医師会に書類を以て報告した。

　また一方，都学校歯科部会と本会とで別に大会々誌編

集委員をもうけ，ユ月17日より数回開催し，その編集出

版に着手した。

　この会誌は110頁にあまる堂々たるもので，6月には

刊行され，総会の決議にもとずいて大会出席者ばかりで

なく，全会員に配布された。

昭和30年度日本学校歯科医会歳入歳出決算

　　　　　歳入合計

　　　　　歳出合計

　　　　　差引残高

歳入の部

　　　　　昭和30年科目
　　　　　度予算額

　会費260，000円
　　会　費　260，000円

　雑牧入　　　100円

　　　寄附金

　　預金利子

前年度繰越金

　　繰越金
　　歳入合計　260，100円

歳出の部

事業費　　180，000円

331，906円

295，951円

35，955円

昭和30年
　　　　　　　備　考度決算

296，450円

269，450円　会員増加による

51，862円

糊｛1騨錐
ユ0，594円

10，594円

331，906円

225，000円
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　大会費
調査研究費

会誌発行費

　需用費

　会議費

　庶務費

　通信費

予備費

予備費
歳出合計

50，000円

50，000円

80，000円

60．000円

10，000円

10．000円

40，000円

20，000円

20，000円

260，100円

100，000円

45，00G円

80，000円

70．951円

28，ユ16円

19，435円

23，400L9

295，951円

昭和32年度日本学校－歯科医会歳入歳出予算

　　歳入合計

　　歳出合計

　　差引残高

歳入の部

　　科　口

　会　費

583，700．00

583，700．00

なし

金額　　　　備考
580，500．00　　1人100円×5805人

　寄附金

　雑牧入

　繰越金

歳入合計

歳出の部

　事業費

　大会費
調査研究費

会誌発行費

　需用費
　会議費

　通信費

　雑費

予備暫
　予備費

歳出合計

　100．00

　3，000．00

　100．00

583，700．00

470，000．00

100，000．00

70，000．00

300，000．00

88，000．OO

預金利子．その他

全国大会補助金

50円×6，000人

28，000．00役員会評議員会総会費

40，000．00

20，000．00

25，700．00

25，700．00

583，700．00

日本学校歯科医会加盟團体名簿（昭和32年6月20日現在）

　　　会　　　　　名

北海道学校歯科医会
青森県学校歯科医会
盛岡市学校保健会歯科部会

宮城県学校歯科医連合会

宮城県学校歯科医会
秋田県学校保健会歯科部会

茨城県学校歯科医会
栃木県歯科医師会学校歯科医部

群馬県学校歯科医会
千葉県学校歯科医会
東京都学校保健会歯科部会
神奈川県学校保健会歯科医学部会

横浜市学校歯科医会
富山県学校歯科医会
山梨県学校歯科医会
長野県学校歯科医会連合会

岐阜県学校歯科医会
名古屋市学校歯科医会
滋賀県学校歯科医会

　

造

彰

二

太

郎

助

男

郎

郎

仁

徳

郎

吉
一
次
雄
繁
弘
一

名
金
啓
虎
二
善
二
三
暴
重
五
勇
忠
美
嘉
　
友

∵
原
羨
肇
篇
下
難
昨
原
田
沢
沢
幡
屋
藤

　

今

梅

平

小

佐

藤

小

黒

宮

湯

渡

森

榊

坪

丹

鮎

山
長
古

　　　　事務所々在地
札幌市大通西7／2　歯科医師会館内

青森市栄町27

盛岡市仁王小路34

仙台市国分町　宮城県歯科医師会内

仙台市片平町56水谷方

秋田市土手長町　県教育庁保健体育課内

水戸市仲町4／1G90

宇都宮市塙田町380　県歯科医師会館内

前橋市幸町53

千葉市長洲町1／28県歯科医師会館内

千代田区丸の内　東京都教育庁保健課内

横浜市中区宮川町2／55

横浜市中区宮川町2／55

富山市安住町　県教育委員会事務所内

甲府市橘町　県教育庁保健体育課内

長野県長野市妻科　信濃衛生会館内

岐阜市司町5　県歯科医師会内

名古屋市教育委員会事務局保健課内

大津市上百石町　県歯科医師会事務所内

会員数

　375
124

　24

111

　36

200

200

200

ユ30

450

ユユCO

県歯科医師会館内200

県歯科医師会館内140

1ユ0

60

420

200

190

50
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）他

助金

会費

会

会

会

△試

会

会

会

会

会

会

△玄

会

会

会

会

会

会

医

医

医

医

医

医

騨
医

医

医

医

医

医

医
医
医
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

阪

市

戸

良

根

取

嶋
島

島
川
知
岡
本
分
児
都
国

大

堺

神
奈
島
鳥
岡
広
徳
香
高
福
熊
大
鹿
京
全

夫

雄

磨

輔

事

吉
一
竜
進
郎
馬
栄
人
一
市
勝
子

昌
利
琢
六
真
房
晋
　
　
太
喜
　
義
修
与
　
鶴

岡

尾

鼻
纂
田
谷
田
馨
藤
原
幽
田
木

平

長

須

松

大

倉

飛

荒

豊

満

見

加

栃

酒

上

前

鈴

大阪市天王寺区北堀町49府歯科医師会館内280’

堺市東本通1丁2

神戸市生田区元町通4／61

奈良市杉ケ西町4414歯科医師会の内

松江市南田町92県歯科医師会館内

倉吉市魚町

岡山県石関町85県歯科医師会館内

広島市宝町353／1　県歯科医師会内

徳島市幸町3／58／10　県歯科医師会館内

高松市北亀井町10県歯科医師会館内

高知市細工町

福岡市新雁林町　県歯科医師会館内

熊本市楠町68県歯科医師会館内

0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

5
6
1
0
1
6
1
0
2
0
2
1
0
1
8
4
4
0
2
6

大分市笠和町1033／1大分県歯科医師会内210

鹿児島市山下町　県歯科医師会館内　　　　100

京都市上京区智恵院丸太町下ル座税町　　　250

豊島区巣鴨1／71　　　　　　　　　　　50

第6回全国学校保健大会の概要

数

75

24

24

1
6
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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0
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9
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　昭和31年10月13～15日まで滋賀県大津市で開催さ

れた。主催は文部省，滋賀県，日本学校保健会ほか7団

体で，開会式には文部大臣清瀬一郎氏が参列，これば大

会はじめてのこと。協議は全体協議会と職域別協議会，

班別協議会にわかれて熱心に行われた。ここにぱ13日

午後2時より自治会館で行われた職域別協議会の学校歯

科医部会と14日の学校保健事業部会の学校歯科関係の

協議内容を簡単に紹介する。学校歯科医の参加者は約

130名であった。

　古藤滋賀県学校歯科医会長の開会の挨拶があり，議長

協議会の実況

に上野勇（京都）石田益之助磁賀）氏が選ばれた。助吾者

は向井喜男，岡本清櫻，議案は

　1．学校歯科医の年聞執務計画をつくろう（福岡県）

　2．校内における予防処置に対して社会保険の適用法

を当局に要望する（京都市）

　3．むしば半減運動の実践について陳京都／

の3件で，それぞれ熱心に討議された。

　1は県技師井上博之氏が，学校歯科医の執務内容をは

つきりさせるため具体的に各月別に執務計画をたて，学

校歯科医はもちろん学校長一般教官にも学校歯科医の執

務にっいて認識させたいと趣旨を説明したのに対して，

凍京の渡部重徳氏から，この提案は学校叉は教育委員会

がすべきであって学校歯科医がすべきではないと発言，

榊原勇吉氏も「われわれが今まで学校歯科医をやつてい

つも失敗しているのは，歯科医が計画を立て仕事を3る

ことであった。今後は学校が計画すべきだ」と同調し

た。井上氏は歯科医で県保健課長代理もやつている人

で，この案を出したのぱ，こういう案ではどうかと学校

歯科医に示しtiものである。各学校の事情により這宜に

執務事項を各月に配置していただいたらよいと述べ，な

お検討して良案を作つて学校保健会へ提出することにな

った。
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　2．の問題は北海道の大会にも提出され，同じような結

論が出たので省略するが，議長から議題を“学童の予防

処竃に対し社会保険の適用を当局に要望す”としてぽ

如何とはかり賛成が多かったことをっけ加えておく。

　3．の半減運動の実践にっいては東京都渡部氏の説明が

あり，活酸な討議が行われた。愛知県成田氏から学校歯

科医職務規程が実際に行われているかとの質問に助言者

冊本清櫻氏から職務の基準にっいてのべ，これを忠笑に

行つているものは少いだろうと答え，千葉県湯浅泰仁氏

から，もっと関係方面に働きかけて政治的に活動するこ

とが必要である旨を強調．京都島，青森久保内，兵庫山

1岡，横浜励原，大阪小川氏等から熱心な発言があり，最

後にこの部会の決議として第20回全国学校歯科医大会

の決議即ち“学童の虫歯半滅運動を強力に展銅しその

実債をあげるため学校歯科医の本質を認識し，われわれ

自身一・層の努力を払い，この運動の達成を期する”こと

を再確認した。これで協議は終ったが，助言者向井喜男

氏から次の意見が述べられた。

　“学校で口腔検査をしたり，治療の勧igrしたり，予防

処匠をするということだけなら戦前からやっていた。そ

れをう歯半減運動として，このように討議する意味ばど

こにあるかを考える必要がある。それは新しい学校保健

の在り方においてやる未処置のう歯を処賢するという言

葉があるので，これにウェートを一観念的に一かけ

すぎては，この問題は新しい方向へいかなくなる。つま

り学校自体がやるのでなければ一綜合的な学校歯科衛

生の新しい機構においてやる「半減運動」に新しさがあ

る云々”

実　況

　なお，岐阜県新井守三氏から来るべき第21回全国学

校歯科医大会を阜岐市で開催するについて，あいさつが

あり，古藤氏から閉会の言葉があり，記念撮影を小雨の

中で行った。

　翌14日午前ユ1時より，分科研究協議会第4分科会学

校保健事業部会の第2班学校歯科における協議を中央小

学校で行った。協議事項は次の2っであった。

　1．学校における口腔衛生活動の問題点とその対策に

　　　ついて

　2。学校歯科予防処置と治療のあり方について

司会者　島善一郎氏涼者肺）．副司会者　藤田勉，村田

　　　　清起氏（滋賀県｝

助言者　向井喜男．岡本清櫻

　この分科会は学校歯科医ばかりでなく，学校長，保健

主事，養護教諭などの参加があり，なかなか実のある活

濃な意見がかわされた。

　司会者より学童う歯半減運動に関連して討議したい。

次の項口について研究したいと発言して賛成をえた。

　1．学校の立場

　2．学校歯科医の立場

　3．医事行政の立場

ユ　学校の立場から保健委員，学校長，PTA，保健主

　事，養護教諭の発言を求めたが，大阪郡正次教諭凍

　中学校）より，う歯予防対策の徹底には幼，小，中，

　高校の課程における関連性の必要なること，石川厚公

　下清孝校長は未処置う歯の処置を徹底するためには学

校内で行うのが効果的と思うが，そのさい健康保険が

　使用でぎるが，叉はPTA等で料金をきめることがで

　きるかという発言があつた。この問題はしばしば繰り

　かえされるが，渡部，榊原氏らから，校内予防処置の

性格からできない旨の話があり，助言者向井氏から

　は，なるべく個入から費用をとらないことが望まし

　い，必要ならPTAや歯科医師会と話合つて学校を介

　して微牧する方がよいとの意見が述べられた。

　　広1島の岡田雅一氏から学徒歯牙検査票のう歯の分類

を健保と同じく4階級に分類するように希望がでた

が，その必要は認めないという意見が多かった。そし

て，学校側の認識をたかめること，学校歯科医の自覚

が問題になり，就学前児童のう歯の問題，内科医その

他の認識などが討議された。

　午後は引きつずき行われたが，学校側からは公下校

長から，う歯は昨年度90％で年々上昇しっつあるが

経費がないため充分に処置ができない。この点に名案

はないか，というのに対して，愛知山田猶吉氏は料金

は適当に徴牧できるから教官を通じてやればよい，こ

の半減運動が徹底すれぽ教育委員会から出るとおもう

から，お互にこういう行政面に努力する必要があると

述べた。富山県坪田忠一氏は乳歯の抜去は校内で行う

のがよいと発言。大阪小川信夫氏は処置歯の定義にっ
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　いて助言者の意見を求められたので，岡本清櫻氏は

充填補綴等によって歯牙の機能を完全に営みうると

認められるものをいう。というのが常識で，ゴム充墳

　は除かれていると答え，長野県鮎沢嘉雄氏は児童が自

発的に治療室にくることが望ましい。京都の西山昭恵

養護教諭は，6歳臼歯の予防処置の励行を望み，治療を

受けない理由を調査すると，ユ．痛まないから2．料

金がかかるからというのがある。兵庫県山岡実氏は料

　金にこだわらず歳臼歯の保護を中央に強く要望するこ

　とが必要と説き，京都の安井静代養護教諭ぱ学校内処

置は児童の心理などからも望ましいからやってほしい

　などと活濃に論議がっずいた。大阪郡正次保健主事は

　1．学校保健としてう歯半減運動を中心として計画を

　もっこと2．学校の歯科治療室の完備を学校歯科医よ

　り要望してほしい。3．料金問題を早く解決してほし

　い。愛知古橋末次郎氏は校内診療には教官の協力が必

　要である。岐阜新井守三氏は学校歯科医は学校にとけ

　こんでゆく，児童と結びつくことが大切，あくまでむ

　りをせぬことを説き，討議は高潮した。

　青森吉田螢一郎（県教育庁主事）氏は健康教育の強化に

貢献したい，学校歯科医e＃　，教官PTA児童等の人間関

係を円滑にすることを望まれ，特に教師の良き助言者に

なってほしいことを強調された。

　以上大体の論旨をお伝えしたが，この他にもいろいろ

の発言があり，従来にない活濃な協議であつた。ことに

校長他教職員などが出席されたことは有意義ではあった

が，少数であったのは残念であった。

琵琶湖バリ丸の懇親会

　職域別協議会と，分科協議会の結論とをあわせて，学

校歯科の意見をまとめ，これを午後3時半からの全偉協

議会に滋賀県石田益之助氏が報告し，満場一致で可決さ

れた。

　夜は琵琶湖上に船を浮べて盛んな懇親会が開かれた。

　この会のために滋賀県歯科医師会長翻場綱，古藤友

一，掛橋楠実，林広一氏他多数の方々非常な御尽力に対

して，全国から集つた同業者は衷心から感謝の意を表し

ていることを附記する。この報青は滋賀県学校歯科医会・

から送られたものによつて，編集の都合上圧縮したので，

要をつかめない部分があるかも知れないが，御ゆるしを

願いたい。なお，大津市学校歯科の概要（1956）が同市学：

校歯科医会から刊行され，これが配布されたので得ると

ころが多く，これもお礼申上げる。　　　　　　（O！
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〔研究発表〕

学校歯科保健に於ける歯科指導について

東京都学校保健会歯科部会千代田地区

　　　榎　本　　正　義

　都内九段小学校に於て余が学校歯科保健の一部として

行つた歯科指導票の成果に就て報吉する。

　学校は昭和27年4月現在々籍者は1年82名，2年90

名，3年155名，4年140名，5年110名，6年92名，

計696名である。同年4月全在籍者中事故者を除いて

・652名の定期口腔検査を実施した。その中口腔健全者及

び余の基準による特定の条件例えば1～2回の学校治療

で終了するものを除ぎ，其の他の要治療者と認める者に

付き余の考按による各個人の口腔状況を周知徹底せしめ

る文と治療勧告の文とを印刷した口腔指導票を交付し

て，歯科治療を勧告した。指導票交付の人員は1年55

名，2年49名，3年65名，4年36名，5年30名，6

年18名，計253名であつた。これらが治療を受けて指導

票の治療歯科医欄に治療した歯科医の氏名，印を記入し

たものを学童が担任教員に返還される状況を観察した。

その結果第1回は7月2日に交付し前述の経過で9月4

日迄に返還されたもの即ち処置を受けたものは105名

で，指導票を交付した者の41．5％であつた。次にその

期間迄に治療を受けぬ者148名に第2回目の勧告表を9

月5日に交付した。その結果10月10日迄に45名が返

還された。残余の要治療者や治療を受けた者は30．4％

であつた。更に，未治療者に対し第3回目の勧告行つ

た。その結果11月7日迄に60名が返還された，即ち3

回目勧告者の58、2％であつた。以上3回の勧吉により，

勧告人員253名中210名の処置者をみた，即ち83％の

成績を得た。此れを学年別に観察すれば1年42名，2

年36名，3年36名，3年59名，4年36名，5年24
名，計210名であつた。

　更に3回の勧告にも拘らず治療を受けぬ者に対しては

その原因を表の如く調査した結果学童本人の面では特別

に苦痛を感じないから行かないというものが断然多く，

又家庭の面では経済的に余裕がないというものが多いと

～・う事を矢口つた。

　以上の成績より推察すれば，現在余の行つている学校

．Lの密接な協力による教員を主体とした口腔衛生の普及

の結果と思考し，併せて歯科指導票の効果をも再認識し

た。爾原因調査により学校歯科健康教育に一段の努力と

又社会施設としての児童福祉法の実用化の考慮を必要と

する。終りに種々御指導を賜つた中央保健所技師丹羽博

士に深甚の謝意を表する。

第1表　歯科治療勧告による治療成績

検査人員・……・・…　…・・・…　…652名

要治療者…・…・………　……・253名

　第1回勧告者数・………………・253名

　　1カ月後に治療済の者…………105名

　第2回勧告者数…・……・・……・・148名

　　1ヵ月後に治療済の者…………45名
　第3回勧告者数・…・……・…・…・103名

　　1ヵ月後に治療済の者・・…　…・…60名

　未治療者…・……………・43名（16．7％）

第2図　歯科治療勧告による治療戌績
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第2表 勧　告　状

1． 第1回勧告状
番一号　　　　　　　　　口　腔　才旨　…導　票 学校名

昭和　年　　月 日検査　　　　　　年組

。婿ごニニε 戦｝⇔⇔
右

瞬ち二鞠 …°

二
・
〆
〔
コ
ロ
〔
つ
て
つ

し
　
と
」
4
ア
●
　
　
　
　
　
ー

記録擁蜜δ峯難歯 △
×

〔と
C1 （浅在髄歯）

博
未処置歯　C2

　　　　C3

（歯髄叉は根管処置を要

（残根）

一般注意事項

左

1．良い歯で良く噛み丈夫な身体を作りましよう。

2．むし歯や他の口の病気にならぬように気をつ

　　けましょう。

3．　良く歯をみがきましよう。

4．むし歯は小さい中に早く治療しましよう。

5．第一大臼歯（6歳臼歯）には特に気をつけまし

　　よう。

○印に注意して下さい

　1．　もっと良く歯をみがいてきれいにしましよ

　　　う。

　2．歯石を取る必要があります。

　3．　むし歯　　　　本。

　4．抜かねばならない歯　　　　本。

　5．歯齪炎（歯ぐきの病気）があります。

　6．　歯そうのう漏にかxつています。

　7．歯列を治す必要があります。

　8．　その他。

治療歯科医署名

　　　　　　　　　「灘疑騰蓑℃午劉

保

護

者

殿

九

段

小

学

校

年

月

日

過

日
口
腔
検
査
の
結
果
治
療
を
な
さ
る
様
に
お
通
知
を
差
上

げ
ま
し
た
が
、
先
日
検
査
を
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
そ

の

ま
ま
に
な
つ
て
い
ま
す
、
学
校
で
は
徹
底
的
に
歯
の
悪
い

者
を

な

く
す
る
方
針
で
進
ん
で
居
り
ま
す
故
、
出
来
る
だ
け

早

く
歯
科
医
の
処
置
を
受
け
て
下
さ
い
、
重
ね
て
お
願
い
致

し

ま
す
。
伺
治
療
が
す
み
ま
し
た
ら
こ
の
紙
に
歯
科
医
の
先

生
の

署
名
を

い
た

ゴ

い

て
、

学
校
に

お
返
し

下
さ
い
。

度
々

歯
の

治

療

を
な
さ
る
様
に
お
通
知
を
差
上
げ
ま
し
た
か
、

未

だ

に

治

療
が

済
ん

で
い

ま
せ
ん
。
御
家
庭
に
も
い
ろ
い
ろ

と
事
情
も
お
あ
り
の
事
と
存
じ
ま
す
の
で
左
の
該
当
項
目
に

○

印
で
お
答
え
下
さ
い
ま
せ

出
来
る
だ
け
お
旦
－
く
お
願
い
致
し
ま
す

ー
、
家
庭
に
病
人
が
い
る
た
め
に
行
か
れ
な
い

2
、
家
庭
の
お
仕
事
が
忙
し
い
た
め

3
、
つ
れ
て
行
く
人
が
い
な
い

4
、
経
済
的
に
予
猶
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感
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た
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に
行
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か
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第3表　未治療者に就ての調査

「家庭の面」

1．　家庭に病人がいる為に行かれない・・－1名

2．家庭のお仕事が忙がしい為に行く

　　事が出来ない・・・・…　……　…・・・…　3名

3．つれて行く人がいない・……・……　ユ名

4．経済的に余裕がない…………　…・5名
「子供の面」

5．子供がいやがつて行かぬ…・…・・…　3名

6．特別の苦痛を感じな）・為に行かぬ・…20名

7．子供が行くことを忘れてしまう・・…・2名

8．子供がこわがつて行かぬ……・…・・1名

9．　その他……・…　……・・…　…・…　7名

　　　　　計　　　　　　　　　　　43名
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東京都世田谷区若林小学校むし歯牛減運動の現状

東京都学校保健会歯科部会

　渡　部　　重　徳

　昭和30年第2回東京都学校保健会協議題として学童

のむしば一掃を議し，その11月第19回全国学校歯科医

大会に於てむし歯半減の宣言となり本年はそれの対策を

議する事となつたが，既に多くの学校に於ては実施して

居られる事と思われるが私の担当小学校の現況を報告し

て多少なりとも御参考になれば幸いである。図表スライ

ドは一切省略します。

　世田谷区は東京都の西南にあつて人口57万，まだ100

万人を入れるに足る山林田畑を持つて居り若林小学校は

ほy“その中央にあつて児童数男子1000人，女子900人

である。

　終戦後2，3年学童のむし歯が急に減少した事があつ

たが，之れは戦争中砂糖消費量の減少が原因でなかつた

かと想像される。叉々近年学童のう歯が段々増加の一途

をたどり，各方面の御報告を伺つても皆一致し居る。若

林小学校に於ても昭和23年4年の23％を最低として

60％，7，80％となり本年は92％の罹患率となつた。

しかし管理の如何によつては之れを処理して行く事が出

来ると信ずる。本春の卒業生330人を最後の検診に依り

未処置歯のある者30人を検出したので治療する様に通

知を出し，内18人は希望に依り校内治療をし，残！）12

人はそれぞれの家庭で処理したので100％処置が終った

次第である。

　私は今の学校に31年勤続して居るが昭和10年頃まで

に水道スピヅトン附椅子電気エンヂンその他治療処置に

必要な一切の設備を完了した。昨年度はその他に世田谷

区を8ブロックに分けてポータブルユニット8台を購入

してムシ歯半減運動に備えて居る。

　私は週1回木曜日の午前登校して春の検診後，家庭に

治療を進め希望者は校内処置を行つて居る。之れは勿論

晩期残存乳歯と初期齪蝕のアマ充である。2〈　一一はダイヤ

モンドバーを使用して居る。

　保健委員会も，はやく組織して学年別叉学校全体とし

ての活動をして居る。学級保健会は，毎月，学校全体は

学期末に開いて1力年の学校内外の保健術生の方針を決

定し．その運営と実践に努力して居る。

　31年度には5年生を各組の保健委員が主となり，各

自の歯牙の現況を別紙の形式により記録を取り，1力年

を以てその全処置を完了の予定である。すべて児童の自

治的活動に依るのである。

　本年の口腔衛生週間には5年生が主となり題名を「ジ

キンジキン」と云つて模造紙全紙の大きさの16枚の紙

芝居を作り1年から3年まで4年から6年まで2回に分

けて実演し解説も付けて多くの感銘を与えた。その写真

も省略する。

　29年以来歯磨訓練の指導は6年生の児童が交代で毎

月曜日に致して居り，私は之を援助する程度にまでなつ

た。

　大略以上の通りであるが，之れは何誰にも求める事の

出来ないかも知れません。というのは現段階では手当が

僅少であるのと，身分保証がない。であるから出来るだ

け速かに学校保健法の法制化の実現を希望して止まない

のである。

歯牙治療をうけなければならない者の一覧表

　　　　　　　　　　　　何　年　何　組

乳　歯

永久歯

乳　歯

永久歯

小さいむ
し歯C1

鯵
口
○
自

　

　

○

少し大き
なむし歯
C2

○
口
O
口

○

り
た
C

か

れ
歯

つ
わ
し

す
ご

む

ぬかねば
ならない
乳歯

○○

000

な　ま　え

大山甘太郎

大川砂糖子

①　○は乳歯　口は永久歯　のL‘A治療した歯

②　治療が終つたら赤でかこみませう

③　治療をしつかり終つた人の名の上に○を書き

　　入れましよう
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過去7力年間の札幌市立円山小学校児童の歯牙

検査より見た「う歯』」牛減運動について

吉　　田

　札幌学校歯科医会

保彦小林覚一
　う歯半減運動に対する長期計画は小学1年生を目標と

して既に昭和28年度より実行して居るが、6歳臼歯に

対する認識不足の為，充填を希望する者が該当者の1／3

よりなく実債は上つていない。現在札幌市でぱ要抜去乳

歯は市の補助で無料で抜歯を行つて居る。アマルガム充

填は60円で行つている。PTA等の会合を利用して6歳

臼歯の如何に大切であるかを其の特徴や場所を良く説明

して先生や父兄特に小学児童をもつ母親に認識させなけ

れぽならないと思う。

　北海道に於ても特に都市は主国統計の例にもれず昭和

28年以降の入学児童のう歯は非常に高率を示し，其の

年にア充を実施しなかつたC1は次年度には更にC2　C3

と進行しそれから開業医を訪れる状態である。C2以上

が放置状態である事も一考を要する問題とおもう、

千葉市葛城中学校に於ける鶴蝕牛減運動

実施の効果に就て

　　　　　　　　　千葉県学校歯科医会

湯浅泰仁　茂田信生　四宮利子

　戦後増加の傾向にある学童齪蝕の予防並に処置に対し

ては各学校とも対策に苦心している。千葉市の小中学校

に於ても各々学内歯科治療設備を整え，各学校歯科医が

それぞれ関係方面の協力を得て活動している。

　本校に於ても数年来全学年に渡り予防的治療を施して

来たが，Ciの総数にわたつて共治療を完了し得ず，し

たがつて其効果が如実に現われず統計的に見るべきもの

がなかつた。然るに昭和30年度より中学1年生のみを

対照として騙蝕の半減を計るべく，Ciの予防的治療を

主体として実施した結果，漸くその処置を完了した。即

ち31年度の口腔検査の結泉その効果が明瞭に現われた

ので少数の症例であるが諸賢の御参考まで其成籍を此処

に報告する次第であと。

　　資料の一部

　　　一年生総数　　　　　　　　　　　440人

　処置生徒数

　アマルガム充順∫
1磁婆

130人

165本

　9本

　2本

（編蝕罹患状況）　（第一一大臼歯上下顎合計／

男

＋

年

度

＋
一
年
度

数歯

q
α

q

現

数歯

q
q
q

現

960本

123本

35本

31本

998本

46本

36本

24本

女

忌66本1

1舞

15本

計

1760本

267乍

　69本

　46本

796本

25本

10本

15本

1794本

　71本

　46本

　39本
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香川県滝宮中学校におけるう歯治療運動

　　　　　　　　　の実状について

香川県学校歯科医会

満　岡　文　太　郎

1．序

2．学校の状況

　生徒数　約300　学級数9　職員数13

　　　昭和22年4月　新設　昭和23年12教室及附

　　　　　　　属建物336坪新築

　　　昭和26年5月　特別教室，管理室，

　　　　　　　等246坪増築

　学校環境

　　滝宮町（現在は合併して綾南町の一部）は戸数約

　　1000，人口約5000，讃岐平野のほx“中央にある農

　　村であるが，古くより開け，交通の便より小さい

　　町を作つている。

　学校1呆健関係職員

　　校　長　矢代一喜氏23年2月赴任，温厚徳望享

　　　　　　　　　　　く，学校保健に熱意を有す

　　保健主事　　氏22年新任誠実熱心

　　撃校歯科離鰍約勲篠の厚生綜合病院・

3．運動の発端

　昭和24年4月　生徒保健委員会　　身体検査の処理

　　について調査し，う歯の治療率が悪く，その原因

　　は経済的理由と保健思想に乏しい点にあることを

　　知り，みんなで金を出しあつてはということにな

　　る。

　昭和25年5月　学校保健委員会　　この問題をとり

　　上げ，7月決定

4．運動の方法

　1人1カ月10円拠金（全員）毎週土曜午後10名宛病

　院で治療，アマルガム充填まで無料治療には病院の

　歯科医師2名が当る。

5．運動の経過

　25年度　11月から実施，全員に及ぼない。

　26年度　120名の未処置が，年度末1名（中入生）に

　　　　　なる。

　27年度　1人15円とする。器具等を校費よりも支

　　　　　出，全員年2回は診療。

　28年度　歯科医1名となる。1年の新入生以外は未

　　　　　処置皆無

　29年度　4月歯科校医病気のなめ中絶。

　　その後校長も転任になり，現在では普通の状態で

　　ある。

6．結び

本協会ガ行つた昭和31年度弗素塗布の成績

社団法人歯科衛生協会

斎　藤　　忠　雄

　1．児童のむし歯予防に弗化ナトリウム2％液を歯面

塗布する方法は現在世界的に認められている最も効果的

な方法である。

　2．社団法人歯科衛生協会llt，昭和25，6年からこの方

法を実行して口腔衛生の向上に努め，叉その予防効果に

ついての調査研究を行つている。

　3．今回は昭和30年以降協会で行いつエある第2回

研究調査の第1年目の成績を発表するものである。

　4．塗布実施方法，程度等の概要。

　5．塗布薬品の説明

　6．成績の説明
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北海道岩内郡共和村部落小中学校の口腔診査報告
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全国婦人歯科医会　鈴木　鶴子

　北海道内無医村に於ける口腔検診は各保健所に於て時

々行われて居るが広い地域で交通不便なために仲々囲難

な仕事である。

　たまたま今年度口腔衛生週間に私共が巡廻診療する機

会を得たので報告する。

　診査人員数は／」厚校10中学校4で3300人であつた。

診査の結果は，まず中校生に齪蝕の少いことで，これは

地形的に半漁半農の恵まれた食糧事清の豊かさと都市学

童に比べて間食が少ないためかとも思われる。然し半面

口腔衛生の普及に遠のいているためか，清掃観念が非常

に乏しく折角の健康歯も大半歯垢歯石が沈着して歯肉炎

が多く，叉永久歯との交換期に対する注意の不足から歯

列不正が沢山見受けられた。爾特有の歯牙疾病異常等は

見受けられなかつた。

就学児童の第1大臼歯出敵並に齢蝕及び

処置状況の統計学的研究

東京都学校保健会歯科部会

　河　越　　逸　　行

　さきに私霊圭は，学校歯科保健に於ける，第一大臼歯の

重要性に鑑み，昭和10年度，東京都日本橋地区の就学

児童の，第1大臼歯の状況について報告した。

　今回私は，日本橋地区で昭和29年2月に施行された

同年度の就学児童，男956名，女605名，計1201名に

対して，前回同様な調査方法，即ち男女別，平均の第一

大臼歯の

　（1）学校別及び総平均の出齪歯牙数並に百分率

　（2）学校別及び総平均の出醸歯牙数の，出齪歯牙定数

・に対する百分率

　（3）上下顎，左右別出齪状態別状況並に，百分率

　（4）学校別及び総平均の臨蝕歯牙数の，出齪歯牙数に

対する百分率

　（5）上下顎，左右側鵜蝕罹患状態別の罹患状態並に百

分率

　（6）上下顎，左右側の齪蝕に対する，アマルガム，合

金インレー，金インレー，合金冠，金冠の治療分類によ

る治療状況並に，百分率

　等について，観察した。

　また，昭和10年に，報宥した，それぞれの価と比較

検定して，その変異について，併せて滋に報告する。

や
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大都市としてのう蝕予防対策について

一
京都市における実践活動の綱要一

京都市教育委員会嘱託

嶋　善　　一　郎

1．大都市におけるう蝕予防の基本的方針（態度）

　1．　う歯予防対策准進機構の整備

　2．具体的運営方法

2．　う蝕予防対策協議の設置とその運営

　1．設置の契機

　　　京都市においては教育長の諮問機関として京都市

　　　学校保健委員会（教育訓令により設置）を昭和27

　　　年より設置し，京都市における学校保健の基本的

　　　問題の解決に当つて来た。折しも学童生徒う蝕の

　　　激増に当り，本問題と取組んで来たが，この保健

　　委員会が諮問磯関である性格上う蝕対策だけを切

　　　離して本問題解決にもつと強力な実行的性格をも

　　　つう蝕予防対策協議会を設けることに決定した。

2．　う蝕予防対策協議会

　①結成時期　昭和30年度はじめより

　　②構成メンバー　④学校歯科医会代表

　　　　　　　　　◎直接現場の学校側代表較長，

　　　　　　　　　　保健主事，養護教諭，幼稚園を

　　　　　　　　　　含む）

　　　　　　　　　⑤教育委員会関係者

③運 営　④う蝕予防対策准進の実情，隆路

　　　の検討

　　⑭各年度における実施目標並びに

　　　方針の決定

　　⑤前記に基き実施の実状を調査し

　　適切な処置を教育委員会を通じ

　　　て行う。

3．本年度実施目標とその方法

　う蝕予防対策協議会の決定具申に基き下記の通り教育

　長名を以て各学校に通達して，本年度の目標と方法を

　明かにした。両，この実施状況については2学期に更

　に調査する予定である。

　　昭和3f年度　う歯予防対策実施要項

　　　（1）実施目標

　　　　1．口腔衛生思想の啓蒙，昂揚

　　　　2．口腔清掃（歯磨き，含そう等）指等の徹底

　　　　3．校内予防措置（抜去，充損等）の笑施と治療・

　　　　　　の勧奨。

　　　　4．口腔検診の年2回実施（春季と秋季）

　　　　5．弗素化合物の塗布，飲用等の奨励

　　　（2）実施方法（末尾資料参照）

4．学校側の具体的な実情と所見

　1．乾小学校における予防活動

　　④昨年までの予防対策とその活動

　　◎本年度における予防措置一5月末現在　処置率．

　　　50％突破

　2．朱雀第八小学校の施設整備とその活動

　　④予防施設の整備　　洗口場（100名同時使用）1

　　⑭口腔清掃指導と予防措置

　3．ビロフタールの服用と効果

　　④京都市における服用の概況

　　＠服用校のう蝕抑制効果

5．（付）山科水道弗素化とその後

　（参照）　昭和31年度う歯予防対策実施要項

（1）実施目標

　1．口腔衛生思想の啓蒙，二昂揚

　2．口腔清掃（歯磨き，含そう等）指導の徹底

　3．校内予防措置（抜去，充墳等）の実施と治療の勧奨

　4．口腔検診の年2回実施（春季と秋季）

5．弗素化合物の塗布，飲用等の奨励

（2）実施目標

　ユ．口腔衛生思想の啓蒙，品揚について

　　（イ）主眼点

　　近年学童生徒う歯は激増の一途を辿り，今日にお

　　　ける学校保健の由々しい問題であるにか財っらず

　　　「痛まないから」とか「治療が面倒だから」等の

　　理由により案外無関心に放置され勝ちであるので

　　　その必要性の認識理解を深めることが先決であ

　　　る。

　　（ロ）啓蒙運動強調週間

　　　5月，6月にわたり機会ある毎に行う。従来6月，

　　　4日より1週間，週間行事として行われたが，こ
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　　の期間のみに止まらず，年間を通じてより系統的

　　計画的に引つS“いての実施が望まれる。

　くハ）実施対象

　　＠児童生徒の教科学習及び教科外の機会教育とし

　　　て

　　⑤教職員の現職教育として

　　＠保護者の教養，哲蒙として

　，．（　；）実施方法

　　③講話，講演，座談会，研究発表

　　⑤幻燈，映画紙芝居，ラジオ

　　＠ポスター，標語，作文，壁新聞の作成

　　＠優良児童生徒，学級等の表彰

2．　口腔清掃指導の徹底について

　（イ）主眼点

　　哲蒙指導と併行じて行わなければならないが，健

　　康生活の習慣形成として身につくような指導が望

　　まれる。

　、〈ロ）　方法

　　③歯磨き殊に夜就寝前の励行

　　⑤食後，殊に給食後のうがいの励行

　　⑥口腔清掃状況の検査

　　　日常行う清潔検査の折に口腔清掃状況も併せ検

　　　査する。

3．校内予防措置の実施と治療の勧奨について

　（イ）主眼点

　　痛みを伴わないと放置され易く，自然冶癒性がな

　　く増悪する本疾患の特殊性に鑑み，校内で予防措

　　置として行われることが大切であり，また早期治

　　療（校外）をつとめて勧奨することが必要である。

　＜ロ）方法

　　＠校内の施設を活用侑休のものは修理活用）して

　　学校歯科医の協力と相まつて要抜去乳歯の抜去，

　　C、程度のアマルガム充填等を予防措置として行

　　う。

⑮う蝕者には必ず家庭連絡を行い早婆切治療をつとめ

　　て勧奨する。家庭連絡に当つては後出する第4項

　　の秋季に再検診し治療効果を検する旨を必ず記載

　　し早期治療の必要性を説明してその実施を強く要

　　望する。この際予め学校歯科医を申心として校下

　　歯科医の了解を得て実施期間方法等を定めて通院

　　せしめる。この際，学校園長発行の証明書により

　　幼稚園から高校まで被保険家族でなくとも，健康

　　保険に準じた料金で治療ができるように全市開業

　　歯科医の予解を得ているので申添える。

4．口腔検診の年間2回の実施について

　（イ）主眼点

　　従来，口腔検査は概ね年度初め定期身体検査の一

　　環として年間1回行われていたのであるが，う歯

　　治療の勧奨揃項）に伴い，その徹底度並びにその

　　後のう蝕発生度を検べるためにも秋季再検診の実

　　施が要望される。

　（ロ）実施時期

　　11月を中心として行う。

　（ハ）方法

　　学校歯科医の格別の協力を依頼して出来うる限り

　　実施する。検診対象者は原則として1学期検診の

　　際う蝕のあつた者とし必要に応じて他の者も行

　　う。記録記載方法としては口腔検査票の同一学年

　　欄を用い，朱書しておくのがよい。

5．弗素化合物の塗布，飲用の奨励

　（イ）主眼点

　　弗素化合物の塗布，飲用のう歯予防効果は既に定

　　評のあるところであり，山科地域の水道水の弗素

　　添加により，う蝕抑制率にかなり有意な数字か認

　　められているので，学校園としてこれを奨する励

　　ことは意義のあることである。

　（P）　方法

　　学校歯科医の指導の下に塗布，飲用について適切

　　な方法によつて行う。
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学校歯科衛生活動の20年

八戸市学校歯科医会

橋　本　　勝　郎

　昭和12年八戸学校歯科医会が創立されてから20年，

創立準備期間を合すれば約25年となるが，其の間只管

学童の幸福を希い，蟷歯に悩み身体を損なう学童の1人

でも少からん事を期して，今日迄会員一同協力し努力し

て来たのである。

　此の長年月のうちに全員も12名から30名となり，全

市の学童数も8，600名から25，000名叉学校数も当時11

校から次第に増加し殊に昨年町村合併等により小中学校

合せて44校に増加した。

　総ての学校衛生がそうであるように学校歯科術生も科

学に立脚し，精密な診査と統計の基礎に立つて其の動向

が解り，対策が立てられ，予防処置か実施されねばなら

ぬ。

　然し乍ら日常煩項な業務を持っ我々開業医としては，

学校衛生業務はなかなか過重な仕事であり，また億劫で

もある。

　殊に学校数，児童生徒数の急激に増加する傾向にある

八戸市の如きにあつては，診査の統一一，統計の集成を初

め其の対策実施等は益y至難になって来ると言っても過

言でない。

　と同時にまた其の診査人員の増加に伴つて集成統計の

信頼度を増し，処置人員の増加によつて業績を高める事

を思えば，一層その統制の必要を痛感するのである。

　こうした一環せる業務の成否は一一UlかXって会員相互

の理解，責任，団結に侯つ以外にない。会員の不断の協

力と協力によつてのみ初めて能率的に，効果をおさめ得

るものと確信するのてある。

　私の敢てこXに強調したいのは其の事であり，こうし

た観点に立つて我が八戸市学校歯科医会の20年間に於

ける歩みと，併せて此の長年月に亘つて実施して来た運

営方式に就いて述べ，大方の御参考に供したいと思う。

　（1）　会の運営方針

　　（イ）組織の合理化

　　（ロ）運営の統制化

　　（ハ）　互助精神の酒養

　　（二）共済制度の確立

　②　業務の指導理念

　　（イ1診査方法の統制

　　（ロ／正確なる統計の集成

　　（ハ）治療並に予防対策の樹立

　　（二）術生思想の普及並に宜伝

小学校に於ける学習課程を通じての歯科

衛生教育について

京都市学校歯科医会

後　藤　　宮　治

　小学校に於て学校歯科医及保健主事並に養護教諭三者

の企劃のもとに各担任教諭の指導に依り実施せるものX

1例を示す。

1．工作
　1．口腔衛生に取材した紙芝居の製作及児童に依る実

　　　演

　2．口腔衛生に取材せるポスターの製作及展示並に優

　　　秀作品表彰

　3．粘土に依る歯牙模型の製作及展示

　4．チョークに依る歯牙彫刻

2．作文

　1．ムシ歯に対する感想を綴り
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　2．之を学校新聞に登載批判を行う

3．社会

　1．相互検査を行い検査表に記入

　2．　口腔衛生に取材せる児童劇の演出

　3．童話及紙芝居の実演

　4．幻燈及映画に依る哲蒙

　5．テストに依り口腔街生の常識湧養

　6．学校新聞に口腔衛生に取材せる童話の発表

4．唱歌

1
9
臼

3．

ムシ歯予防に取材せる童謡唱歌の指導と齊唱

口腔衛生に取材せる歌詞の募集及優秀作品を学校

新聞に発表

更に之に対する遊戯の振付

5．体操

　1．　レコードの伴奏に依る歯磨体操を行い

　2．ムシ歯予防に取材せる歌詞に振付けられた遊戯の

　　　実演

6．習字

　1．口腔衛生標語を各学年別に清書せしめ

　2．之を校内に展示して優秀作品を表彰し

　3．更に区内各家庭に掲示して口腔衛生普及の教材と

　　　す

7．理科

　1．歯牙の解剖生理の大要と歯牙の使命

　2．栄養の常識と健康保持並に輻蝕予防の理念にっい

　　　て掛図と利用して指導

8．給食

　1．完全咀囑：の必要と其の理由

　2．栄養の常識

　　　殊に糖分過剰摂取の害を説き

　3．偏食の矯正に努め給食後に於ける口腔清掃を徹底

　　　励行せしむ

　4．更に給食に依る絶対量の不足を補給すべく肝油を

　　　主体とし之に弗化曹達0．1ミリグラムを混入しそ

　　　の外皮を白糖メンタに依り糖衣した内服薬を試用

　　　しつXある。

9．予防処置

　1．C1に対するアマルガム充填及

2
3
4
F
O

交換期に於ける乳歯の抜去

歯石除去を校内に於て励行し

春期に於ける口腔検査実施は勿論

秋期に再検査を行い予防処置の実施如何に対し再

確認を行う。

学校に於ける洗口場の改善を企図すると共に現在の施

　設を有効適切に利用して給食後に於ける口腔清掃殊に

　合理的な「蹴い」の指導と徹底を期し，之が具体的方

　法の指導に努め給食時番茶又は清水を歯牙と頬唇間に

　於て強力に圧縮圧排する機械的な清掃は施設の整備途

　上に於ける一方法として考慮すべきであり，歯刷子使

　用の実施困難なる場合に於ける次善の方法として其の

　実施を要望し「食前の手洗い食後の蹴い」をモヅトー

　としてこれが徹底を期しこの良習を家庭に延長し食後

　には必ず口腔清掃を行わしむる素地たらしめる。

3．栄養の増進と弗素入肝油の服用

　　歯質を構成るカルシュム，ビタミン燐を含有する食

　　物の摂取を期途し日光浴を励行すると共に給食直後

　　に輻歯予防の目的に弗素入肝油を服用を行う。

4．口腔の清潔検査実施について

　　学校に於て定期的に行いつXある耳鼻爪等の清潔検

　　査を行うに当り同時に必ず歯牙の清掃状態を検査し

　　て学童の注意を喚起し口腔清掃の実行を促進する。

5．再検査の実行

　　春期月頃に第ユ次定期口腔検査を行う他に要処置歯

　　を有するものに対しては更に秋期10，11月頃に再検

　　査を行い処置の結果及魎蝕の進行度について再確認

　　を行う。

6．予防処置の徹底について

7．

イ
ロ
ハ

浅在編蝕（Ci）に対するアマルガム充填

交換期乳歯の抜去

歯石除石を励行して輻蝕の進行を阻止すると共

に歯列不正の素因を除き早期治療の徹底に！む

結論

食後の口腔清掃を徹底し栄養を改善して歯質の強化

に努め麟歯の早期発見と共に早期処置の徹底を期

す。
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東海地区の小中学校に於ける歯科衛生知識

　　　　　テスFの成績について（予報）

河

　　　名古屋市学校歯科医会

合　　　　豊　　沢　　田　　郁　夫

　歯牙口腔の精神的健康は歯牙口腔の肉体的健康を守る

為に必要であるばかりでなく健全な人間性を育成する為

にも大きな役割を待つて居るのであるが，この精神的健

康は口腔衛生学を基盤とした教育との有機的結合があつ

てこそ正しく酒養されるものと考える。更に学校歯科衡

生は学校歯科医のみで行うのでなく学徒と学徒に関する

全ての関係者の協力を得てこそ真に蓬せられるものと思

う。か）・，る観点から今回小中学校に於て歯科衛生知識テ

ストを試みて蝕に報告し大方の御批判を得たいと思う。

　日時：昭和31年5月一6月
　地区及び対象：名古屋市及隣県都市（岐阜市伊勢市他）

の小中学校児童生徒

　テストの方法：予め1問から7問までの問題をプリソ

トしたテスト用紙を担任教師より児童生徒に配布し無記

名で記入させ，約15分後に用紙を集めた。テストは小

学校にては2年生より6年生までに中学校にては全学年

を通じて同一問題にて実施した。爾小学校低学年にては

問題の意味を特にわかり易く担任教師より説明させた。

　テスト問題：昭和10年に京都市に於て行なわれた堀

内氏の歯科衛生知識テスト問題をその儘採用したもので

ある（表1）。

　歯科衛生知識テストの成績：現在隣県都市の成績を含

めて集計中であるので，蝕に名古屋市橘小学校に於ける

成績のみを掲げた俵2）。この成績丈にっいて観ても，

各テスト問題別に興昧ある成績が出て居り，現下の児童

生徒の歯科衛生に対する知識程度を知る事が出来て，ム

シ歯半減運動の基礎的資料の一助として意義あるものと

考える。

　　第1表　歯科衛生知識テストの問題と採点法

問 題 隊採点法即正解）

3。

4．

5．

体のうちで一番かたいも
のは何ですか＝骨，爪，
歯

永久歯（大人の歯）は何歳
ごろから生えるものです

か＝満4歳満6歳満
］0歳

口の中にはバイキンがい
ますか＝いる，いない

問2．歯のはたらきを，いろ
　　　いろな方面から考えてか
　　　きなさい

問3．むしばは，
　　　来ますか

どうして出

問　4．次のうち歯のためにな
　　　ることには○を，ならな
　　　いことには×をつけなさ
　　　）、

　1．食物をよくかんでたべる
　　　こと一

2．寝る前にお菓子をたべる
　　　こと一

3．食後にうがいをすること

　4．　朝と晩に歯を磨くこと一

　5．指や鉛筆を口にくわえる
　　　こと一

問

10

10

25

題瞳1採点法（又は正解）

問　1．次の正しい答に○をつ
　　　けなさい。

　1．丈夫な歯は何色ですか＝
　　　茶色，白色，黒色

2．丈夫なはぐきは何色です
　　　か＝桃色，紫色，赤色

組

鴎
囚

一題五点

1．　白色

2’　桃色

問　5．次の問の正し〉・答に○
　　　をつけなさv・

　1．　どんな歯ブラシがよいか
　　　＝やわらかい毛のもの，
　　　かたい毛のもの

2．正しv・歯ブラシの使い方
　　　はどうか＝
　　　たて（上下！に動かしてみ
　　　がく
　　　よこ（左右）に動かしてみ
　　　がく

10

3．　歯

4．満6歳

5．　いる

咀囑，発音，容貌
3のつの中2つ以
上を10点一つを
5点とした

食べかすとバイキ
ンの両者を書いた
ものを10点，その

一つたとえば「甘
いものを食べて歯
をみがかぬ」等は
5点

一　題5点

1．

2．

3．

○

×

○

4．　　0

5．　　×

1．　かたい毛

2．　たて（上下）

　　に
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）早

貌
以
を

キ

た

の

甘
歯
は

レ

」

下）

問 題　瞳
澗　6．むしばから起こる体の
　　病気にはどんなものがあ
　　りますか，知つているだ
　　けかきなさい

10

採点法（叉は正解） 問 題　満点隊点法（叉は正解）

全身疾患と関係あ　　問
ることを教えるこ
とを目的としたの
で病名一つ書けば
5点二つ以上を10
点とし病名の内容
より関係の有無に
ついて採点した

7．　次のうち歯のために，
　よい食物には○を，わる
　い食物には×をつけなさ
　）、

1．やさい類，2．こんぶ，
3．キャラメル4。くだもの1
5．たまご，6．ビスケッi・1
7．牛乳，8．おこうこ，g．1

チョコレート，10．あんぱ1
ん　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　l

第2表　歯科衛生知識テストの問題別成績（確答率）

○
○
×
○
×

2
4
6
8
0

　
　
　
　
1

0
×

○
○
×

1
3
5
7
9

学　性　 人
年　別　 数

2

年

3

年

4

年
一
5

男

女

男

女

男

女

男

女

　

年

6

年

平

男

女

均1

85

96

93

89

81

78

42

51

87

60

762

問　1　　問　2

60．23％

56．25

25．88％

24．47

問31問4

57．84

60．44

21．17％ 95．52％

14．06　　　　　93．75

19．89　　　　26．88　　　　97．84

14。60　　　　　29．77　　　　　94．38

65．92

65．64

37．65

20．51

32．09 97．03

35．25　　　　　98．46

問　5

44．70％

42．70

問6問烈合計
0．58％

0

69．52％

66．04

47．31

47．75

1．07

1．12

74．73

72．47

60．95

63．52

58．02

62．17

45．23

35・2gl

48．80　　　　　94．76　　　　　59．92

52．94　　　　100．00

66．89　　　　　38．50

65．00　　　　　30。00

42．52　　　　97．24

32．50 98．00

61．76

組織解剖　歯の機能

60．02 27．82

66．66

齪蝕原因

31．56

63．33

日常衛生　歯牙清掃

96．56　　　　　54．26

2．46

1．28

80．86

5．95

4．9①

15．51

3．33

85．25

84．04

85．09

87．70

82。33

全身疾患関係

3．41

食品関係

77．81

55．12％

52．22

55．91

55．28

61．85

61．47

63．Z8

64．85

66．12

61．90

註　（1）　上記は名古屋市橘小学校に於ける成績

　　（2）　この他小学校ユ8校　中学校3校　テスト集計中なるも6月中に全部完了する予定

59．13
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同性双生児の2力年間の観察

　　　　　　　札幌学校歯科医会

佐藤一郎　千秋
　　　　　　　　　内　容

§1．　まえがき

§II．検査対象，方法並に所見

　1．　対象

　II．　家庭並に学校に於ける生活状態

　　1．家庭の構成

　　2．家庭に於ける生活

　　3．学校に於ける生活

　III．類似診断所見

　　1．外貌観察

　　2．指紋の比較検討

　　3．手掌紋の比較検討

　　4．血液型

　　5．体格測定

　IV．歯科的検査

　　1．歯牙精密検査

　　2．模型上にての比較検討
噌

⊥
9
一
9
」
4
の

歯弓形態線並に咬合状態

口蓋形態

歯冠形態

永久歯萌出順序

§III　総括及び考案

　　主要文献

§1．まえがき

　双生児研究は遺伝研究の一方法として大なる価値があ

る。

　遺伝の研究は，家畜動物や栽培植物については比較的

容易であるが，人体について実験する事は極めて困難で

ある。双生児はこの目的に好個の資料である為に，これ

に関する形態，疾病，体質，並に心的遺伝の現象が，そ

れぞれ専門的の立場から研究せられている。

　優生学のi基礎としては，人間の身体及び精神，智能の

遺伝謁係，即ち先天的である「遺伝の力」と後天的であ

る「環境の力」との2つの関係が，何れが，より影響を

するかを研究するのである。

　例えば，一組の同性双生児をお互にそれぞれ環境を異

にし，教養した場合，両者の精神智能に相違を来し，身

博

体に於て形態的変異が生じた時には「遺伝の力」ば「環

境の力」に打ち勝っ事が出来なかったと思われる。

　この反対の場合は，「遺伝の力」は「環境の力」より

大であると推定されるのである。この研究の結果は，社

会教育学上icも，又心理学上にも大きな関係，及び影響が

有るのである。この場合には相似価の少ない二卵性双生

児（zz｝よりは，相似価が酷似している，叉は一致する

一卵性双生児iZEIを研究資料とするのは当然である。

　一卵性（’EZ　iてあるか二卵性で（ZZ）あるかを鑑別する

方法としては，大路次の3つに大別される。

　（1）双生児の種類による方法

　　　双生児には同性と異性が有って，一卵性双生児

　　（EZ｝の特徴は常に同性であり，異性双生児IPZ）の

　　場合は殆ど二卵性IZZ）と云われていた。

　（2、　産科医の診断に基く方法

　　　胎盤，卵膜による方法て，双生児が一t絨毛膜に被

　　包されているのみならず，胎盤が共通性であるのは

　　一卵性〔ZZ）てあり，一絨毛膜に被包されて4，，更

　　に絨毛膜壁を以て隔離され胎盤が共通でないもの

　　は，二卵性1’ZZ）と云われている。

　（3）類似試断による方法

　　指紋型，皮膚，毛髪及び眼の色，顔貌，体格，姿

　　勢，音声等の・一一致叉は酷似程度及び能力，才能，趣，

　　昧，嗜好等を比較して其の値により鑑定する。

　上の3項目の内で，（1）の異性双生児（PZ）の場合，必

ずしも全部が，二卵性〔ZZ）であるとは断定出来ず，又

（2）の鑑定方法は実際問題として，なかなか困難なもの

である。それで，／3）のSienこens．　Verschuerにより

て，開拓，発展させられた類似診断法が重要視さ君てい

る。即ち，血液型，性別，外貌観察其他多元的類似診断

法が用いられて来ている。

　従来の文献を見るに，古くは岡田満，日置清雄の研究

あ等るが，専門的で，叉は一過的なものが多く，その資

料についての多角的に調べたものは割合に少いようであ

る。最近では，文部省科学研究費補助による双生児研究

班か結成され，約1，000組調査されている様である。

　又，一卵性双生児（EZ）と二卵性双生児（ZZ）の2っに

分けられていたか，最近では第III型双生児（OZ、の存一
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「「

在の可能性が，論議されてきている。 それは，一つの卵

細胞から由来した成熟卵と， 第二成熟分裂の際に生ずる
§II． 検査対象， 方法並に所見

第二極体とが受精して生じた双生児であつて，此れを第 1
． 対象

III型双生児（OZ） と云つて， 現在盛んに研究されてい 原田兄弟　　τ949， 3
， 21生（誠， 進）

る。 福田兄弟 1948，8， 5生（礼史， 完史）

佐藤は学校歯科医として， 偶々担当校に，昨年1年生 石川姉妹　　1948， 5
， 27生涼子， 洋子）

に3組の双生児が入学したので， 之れについて昨年， 今 以下兄姉には姓の頭文字に，A，弟妹にはBを附すひ

： 年と研究した。 他学年には居ないが， ただこの3組の観 即ちHAHBFAFBIAIB と記す。
察のみで双生児の傾向を推計的に考察する事は， 勿論不　　　II． 家庭並に学校に於ける生活の調査

可能であるが， 校医並に学校当局の理解ある御尽力のも 表1， 2，3に示すとおりである。

とに，出来得る限り多角的に2力年間調べてみた。

第1表 家庭の構成（32．6フ
： ＿¶

H　　　　家 l
I

F　　　　家 1 家　　　一

家　　庭　　の 職　　業 公 務　　員 会 社　　員 公　　務 員

レ 両　　親　　の 年　　齢 父 （49歳）　母 （41歳　1父 （35歳）　母！34歳、 父k49歳） 母（5年前死亡）

家　　　　族 数 11人家族
ト
　
5
；
人　家　族 7　人 家　族

兄　　弟　　関 係　1
【 6男4女の5，6香目 1 2男1女の2，3番目 2男4女の5，6番目

三
第2表 家庭に於ける生活慨住歴， 嗜好，態度其他，

）

、
　＼　　、
　　　、　　　、

　　　　＼ HA HB FA FB IA IB

＼＼ 1

芝 出生の前後 後 先

後
　
　
　
　
　
　
1
－
一

先 先 後

：

噌ヨ
、
　
　
、
’

生下時の体重 不明 不明 2．4kg 1．8kg 2．4kg 2．1kg

栄　　　　　養
母乳，人工栄
養

同　左 混合栄養 同　左 1人工栄養 母乳

薯 離　　　　　乳 一年頃 同　左 8～12ヵ月 同　左 一年頃よP 同　左

瓦
甲
　
　
　
人

既　　往　　症 なし 同　左
麻疹，クル病
よく風邪をひ
く

麻疹，クル病
肺炎，消耗症

麻疹，
　
く
1

　　風邪をひ
　と肺炎を併発
しやすかつた

同　左

一

一一一
ア
㌧
　
）

性　　　　　格一 じ

おとなしい感1兄より少々積　　　　　　極的 おうよう，物
をあまり大切
にしない

多少神経質
ない
内気で行動的で 行動的でよく話

す

　
　
、
）

嗜　　好　　物 果実 同　左 卵，肉，天ぷ
ら 軌許長1 納豆， そぼろ 卵，そぼろ

訴
嫌いな食物 王ねぎ 漬物

1
食
す
る
1

妹に比べ少し偏
殆どない

：姉であることを
ぞ

対家族
とりたててな
し

同　左 父のそぼでは
大人である

母には甘える
5　自覚し父にだか

れることも妹に
妹らしく積極的
にあまえる峯 態　「 1ゆずる

ら 1あまりけんかを

粧 ＜対友達 友達と別々に遊ぶ事が多い
同　左 良く好かれる

多少利己的に
振舞う

1

することなく常
に妹姉一緒であ

同　左

度
る

こ
　
字

㌧

双生児問
　で

両方仲良くか
ばい合う

同　左
兄らしく兄弟
思）・

多少我儘であ
る

す
る
1

常に一緒に行動
同　左
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第3表　学校に於ける生活（学習状態）

＼＼＼
HS

績　中以下

態 度 真面目である

HB

中以下

丈 字

絵

同　左

まことのとが
反対になる出

桃，茶，赤，
黄黒色が多い

文字のみでは1
理解出来ず絵
を用いて初め
てわかる

，
多

赤
が，色

黄
青

緑
燈
い

FA FB 1　t・ IB

上　位 1上　位 下　位
1下位
1

授業中あきや
すく小用に出
たまま帰らぬ
こともある学
習意欲はある

のびのびして
いる

細部にわたつ
て書こうとす
る

作 業
な

す
行

や

に
き
的
あ
極
が

積
う
い

落着なく教室
外に出て歩く
が聞こうとす
る態度はある

隻羅て持…鰭灘
　　　　　　　レ

こじんまりと
した交字を書
く　1書体はに
ている）

名前もよくこけ　自分の名をかく
ない　　　　　　程度

大胆，形は良
いが上手な方
ではない

同　左．

少しうまい ごく幼稚な絵

話 幼稚な話し方 同　左

ゴ（ノvとの百吉は1

好むが子供同
志ではあまり1
しない　　　　　1

HA　HIi FA　FB IA　IB

　III．類似診断所見

　1．外貌観察

　調査の為に前面と側面の写真を撮つて比較し，7名の

検査員で其の平均恒を取り表を作つたが，其の判定値は

次の5段階に分けられる。

　

　

　

ず

致

似
似
せ
似

　
　
　
織
類

一

酷

墳

判

非

珊

什

＋

±

×

　即ち，表4の如く類似以下の判然としないもの，及び

非類似が一一つもなく，三組の双生児はきわめて類似して

いるのが認められた。

　2．指紋の比較検討

　指紋は弓状紋をA，蹄状紋をR，渦状紋をWとして，

各児の左右10本の指紋をとり，各々の双生児にっいて

比較検討すると表5の通りである。

　多少の違いは有るが，大体に於て一致している。

　3．　手掌紋の比較検討

　各児の左右の手掌絞をとり，その主紋をA，B，　C，　D

とし，その流れの一一致するものを0，，不一致のものを

Xとし下の表に出した。

　一致，不一致の数は相半ばしているが，一卵性双生児

の場合に於ても，比較的異つた形を示すことが統計上明

らかであるので，双生咀の卵性診断の上にはあまり重要

な役割を占めていない。
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第4 表
（1）

＝

種

’
＼　　　　　、　　目 　被検者1一、一＼＼＼

HAB FAB

1
1
、
ド
1

1 、

種

＼

＼　　目 ～
一 l

l
頭 蓋

　　1
形　1 十十 十

1　十十

「　
り

頭
i
　
l
　
1
部

毛

髪

髪

渦　1

色

形

　　　ト十十

十十十l　　　I

＋＋＋1

十十十

十十

十十十

1＋＋
［＋＋＋

　十十十

顔

鼻

能 2

一髪 の 境　界 十十　！ 十十
　
十
十
1

画
1

一 色
　　　脚
十十 十十

1＋＋＋
口

く 眉 形 十 十十十i1　十十 部
顔

拡 が り 十十 十十 十十 唇
、

1

密 度 十十 十十 十十十 1

面
毛 方 向 十十十 十十 十十

手
1

中 央 部 十十十 十十 十十十
『 大

一
部
眼

眼裂の大さ
上眼瞼の雛襲

十十

十十

十十

十十

十十

十

　：
皮

　
色
［

膚1 血
下 ケ　　　1 十十十 十十 十十十

第5 表 ① 対 照 紋

右 手 1

母　指 示 指
唱中　指 薬 指1小　旨 指1小　1

HA R R W W ： R
1 R

H 1

l　HBl R ヨ R I
　
R
I Iw … R i R

綴
醗
盤
盤
■
購

F
I　FA

　FR

W
W
1
ト
！

w
W
　w
II　W
lw
　w

i
［ W
w i

W
W

1

厨 1 IA R
i

R iR l　R W R
蟻 1 i 「

1

lIB 　
R i A R

l
　
R
1

R R

て
② 鏡 像　紋

l
l

母才副示指　　1 中
指
1

薬
指
1 小指

HA
14．1　・仁i

手 I　R R lw　E W R 右

D H
HR 左 手

11　R

W R W ilR
1　　　＿」L－

：　／エ

を
1

； 1 「

FA 右 手 W 、W w　　I W W 左

F
児 FB 左 手 w 　Wi

w　：　　E

W 1 W 右

明 1 IA 左 手 R R R R 1 w 左

要
1 1

　　IIR「　　1』

右 手 r
W
し

R R　I R R 右

一 45一

▲

第4表　（2）

　　被検者
　　　　　　　　HAB

＼＼
鼻　　　根

鼻　　　背

鼻　　　尖

鼻　　　翼

外　鼻　孔

口唇粘膜
中

口

　

唇

人

鼻

爪

形

き
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色
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十

十
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w
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R

R
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R
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第6表（1）対照紋

H HAとHB

A

左手；左手

右手：右手

×

○

B

F

1

　　　　　旨左手：左手
FA　と　FB

　　　　　　右手：右手

IA　と　IR
左手：左手

右手：右手

×

×

○

○

×

X

×
○

○

○

C

○

○

×
×

○

×

D

×

×

○

○

②鏡像紋

○

×

I

IA　　B

H
HA左手　HB右手

HA右手　HB左手

○

×

×

○

C　　D

F

1

FA左手　FB右手

FA右手　FB左手
○
○

IA左手　IB右手　10

1A右手　IB左手1×
　　　　　　　　　　　1

O
×

×
○

×

O
×

×

×

X

×
×

○

○

第7表4．血液型

O

O

1AB・式

H

F

1

A
B

H

H B
B
A
A

ム

BF
F
B
BA

BI
I
0
0

MN式　cr式

N

N
M
M
N

N

N

N

M
M

Q
QQ
Q
q
q

E式騰力価

e
e
E
F

×64

×64

E
E

×64

×64

　各組の双生児の血派型は全く一致し，不一致のものを

見ない。

　更に唾液の凝集素の力価も同じ価を示している。

　5．体格測定

　表8の通りに身体の発育状態にも大差ぱ認められな

いo

　IV．歯科的検査

　文部省令による学徒歯牙検査票記載要領で検査した結

果は表9のようになる。

　昨年は殆んどの歯牙が乳歯であつたが，本年度は遂次

永久歯が繭出している。永久歯にはどの兄弟にも齪蝕罹

患はない。HA　HBには乳歯にも齪蝕罹患はなく，FA
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第　8　表

▼

■

HA HB FA FB IA IB

身　長・cm）
　　　130．6　　105．2

　　　：
31．6

1110．8　　1

105．4

1111．7

105．σ104．Ol107．O

　　　　　lU1・71110・511ユ3・1

107．8

114．4

体　重2kg）
30．6

31．6

15．5

18．5

15．8

19．0

17．5

20．4

ユ6．6

19．2

17．5

20・71

17．6

21．0

曽曽

胸　囲
Lcm）

30．6

31．6

　　155，056．4　　1

　　58．6　　157．3　　　57．8　　　　「

55．5
54．51

5
7
．
2
レ

55．01

57．3

57．0

58．0

坐Icm）

　
1
　
　
　
3
0
．
6
高
1

31．6

第9表

59．4　　60．4

61，961，965．5　　1　　1

歯牙精密検査表

62．2
　　ト
61，259．4159．4
　　　　165，562，6164．3　　1　　1

（H）
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3 4 5 β／7岡

第10表　表9を集計すると下記の表10になる

才賠年月 現在歯数 齢蝕歯数 健全歯数 乳歯数 崩出永父歯

HA

HB

HA

HB

FBと

で，

一

30．6 24 0 24 20 器
0 23 13 6　　1　631．6 23

畠 62　126

30．6 24 0 24 20 耗
31．6 22 0 22 14 6　　　　6

62　　26

　　　1へIBには齪蝕罹患の状態はそれぞれ似ている。

　即ち，現存歯数と齪蝕歯との比は

　　　　HAとHB…・……・…　O
　　　　FAと　Fβ　・・・・・・・・…　一・23／14と24／14

　　　　1Aと　IB　・・・・・・・・・・・…　22／8と24／10

　　F兄弟は現在歯数の半数以上鯛蝕で，1姉妹は半数

以下である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI

一＿』L
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第11表　歯牙精密検査表（F）
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第12表　上記の表を集計すると表ユ2になる

検査年月 現在歯数 齢蜘数 健全歯数 乳歯数 萌出永久歯

3a6 23 14 9 20 十
31．6 23 1

4
9 1

6 騰
30．6 22 14 8 20　π
31．6

　
2
4
‘

14 1
0
161121h2含

第13表　歯牙精密検査表（1）
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第14表　表13を集計すると表14になる

樋年月
　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1現在歯数鯖蝕蔑数健全歯徽　引

1ナL
歯数恥畝歯

30．6 21 1］11 1δ

篤316 22 8114 14 6　　・　6

爺
306 22 10 1

2
18i斜「

1

3L6 24 ！O　　　i 1
4 1511謡

2．模型上での比較検討

通法により，印象採得し模型を製作し，その模型上

で，歯弓形態，咬合状態，並に口蓋形態を測定した。そ

の方法は，昨年は歯弓主線第一大臼歯の未萌出のが有つ

たので第二乳臼歯を主点とし，ヒューズを圧接し，之れ

より得た線の形態を描写し原図とし，之等の画く曲線に

ついて比較したが，今年は第一大臼歯が全部萌出したの

で之れと両方を並記した。

　之れで見ても非常に酷似していて，特にH兄弟ではそ

れぞれの上下顎模型を，例えばHAの上顎模型をHB

の下顎模型に咬合させても，緊密なる咬合をする。

　①　上下顎歯弓形態線並に咬合状態

　一側の第二乳旧歯及び第一大旧歯の近遠心の裂溝の中

心を起点として前歯の切端部を通り，他側の第二乳旧歯

軍位　cm

の中心を終点とした。実線は兄，点線は弟を示す。爾兄

弟は同一の為点線をはぶく。

1裡k2）　口蓋形態

　　a）正中口蓋窃鯉線

　AjA間の口蓋側歯肉乳頭頂よりEIEの中心小窩

下の舌側歯齪縁頂を結んだ線と其の曲線。

　　b、　横口蓋睾彗薩≡線

　EIE及び6「6の中心小窩下の口蓋則函肉縁！頁を

結んだ線と其の曲線。

　（3）　歯冠形態

　歯冠の大さ，高さ，咬頭数，裂溝の状態，咬合面に於

ける近遠心経など，共に差異は認められず，極めて酷似

しているのが認められた。又，崎型歯，カラベリー氏結

節はいずれもない。

　④　永久歯繭出順序

　繭出順序の判定は検査当日歯冠の萌出程度により，前

後の二群に大別した。表15はその比較であって，各年

度の左側が先に萌出したものであり，右側か後に繭出し

たものである。H兄弟とF兄弟は大体一’致しているが，

1姉妹については若干のずれが認められる。
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第1図　上下顎歯弓形態線並に

　　　咬合状態（H）（cm）
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§III．総括及び考案

一2

　1．一卵性双生児と思われる組の双生児について，2

力年間引続き多角的に比較検討した。

　2．家庭及び学校に於ける生活は殆ど同じで，成績の

程度もそれぞれ一致している。

　3．類似診断所見に於ては，血液型は一致，列貌観

察，指紋，体格検査に於ても非常に類似している。

　4．歯科的検査に於ては，蠕蝕の罹患発生程度，乳歯

数，永久歯の萌出状態，歯冠の形態に於て極めて酷似し

ている事が認められた。咬合状態，歯弓形態線及び口蓋

形態線の曲線に於ても，それぞれ大差なく類似してい

る。

　即ち，H兄弟1姉妹はあらゆる点で一致しているが，

F兄弟に於ては，指紋及び血液型は全然一致している

が，其の他に於て特に歯科に於てF兄ではAlA旦が反

対咬合の状態を示しており，多少の差は有るが，緒言に

於て述べたIII型双生児（OZ）と推思されるが，三組と

も一卵性双生児と考えられる。

　双生児観察は長期間観察する事が必要であり，叉長期
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問観察する事により遺伝因子並びに生活環境の個体に及

ぼす影響等が明らかにされるものと思われる。従つて，

吾々の観察も可能の限り続行したいと思つている。特に

交換時期後の永久歯が齪蝕に罹患せざる様に注意しなが

ら，観察を続行する事は齪蝕半減運動にもなる。

　最後に，本研究は北大歯科衛藤助教授の絶えざる激励

と，札幌医大林助教授の絶大なる御援助に負う所が大き

く感謝の意を表する。叉本研究に御協力下された勝俣校

医，学校当局並に双生児の御家族の方々に心より御礼申

上げる。
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